


は　じ　め　に

　いよいよ平成 23年 4月から新しい小学校学習指導要領が全面実施になります。各小学校では，平

成 21，22年度の 2年間の移行期間において，新しい学習指導要領の趣旨等の理解を図り，円滑な

実施のための準備を進めていただくとともに，一部については，先行して実施していただいていると

ころです。

　平成 20年 3月に告示された新しい学習指導要領において，指導計画作成等に当たって配慮すべき

事項の一つとして，「言語活動の充実」があります。平成 18年度から実施している島根県学力調査

及び平成 19年度から実施している全国学力・学習状況調査において，島根県の児童は「思考力・判

断力・表現力」に課題があることが浮き彫りになっています。この課題を解決するためには，日頃か

ら「言語活動の充実」を踏まえた授業を展開する必要があります。本ハンドブックは，「言語活動の

充実」を図る授業の在り方を中心に作成しました。

　また一方，平成 22年 5月に文部科学省から示された新しい学習指導要領の各教科等の評価の観点

に基づき，評価規準の設定を適切に行い，学習評価を効果的に活用した授業改善，授業づくりを進め

ることが必要です。評価のために評価を行うのではなく，学習指導要領で示された目標及び設置者や

各学校が設定する評価規準に照らして，その実現の状況を適切に把握し，学習指導の改善を図ってい

ただきたいと思います。

　本ハンドブックは，「言語活動の充実」及び「学習評価」について基礎的な理解を深めるとともに，

各教科等の指導及び学習評価の在り方の理論と実践について参考となる内容を掲載しています。各教

科等の指導案例には，「指導のポイント」及び「評価のポイント」を具体的に示し，指導案作成及び

授業実践の際の参考となるようにしています。

　本県の児童が学習指導要領の理念である「生きる力」をしっかりと身に付けることができるよう，

本ハンドブックの積極的な活用を図っていただきたいと願っております。

　最後に，本ハンドブック作成に際し，事例等を提供してくださった関係の皆様に対し，心からお礼

を申し上げます。

　　　平成 23年 3月

島根県教育庁義務教育課長

秋 利  幸 秀
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1 これからの学習指導，学習評価について

○　学校教育法（昭和 22年法律第 26号）
　　第 30条（略）

②前項の場合においては，生涯にわたり学習する基盤が培われるよう，基礎的な知識及び技能
を習得させるとともに，これらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表
現力その他の能力をはぐくみ，主体的に学習に取り組む態度を養うことに，特に意を用いな
ければならない。

○　小学校学習指導要領（平成 20年文部科学省告示　第 27号）
　　第 1章　総則　　第 1　教育課程編成の一般方針

1（略）
　　学校の教育活動を進めるに当たっては，各学校において，児童に生きる力をはぐくむことを
目指し，創意工夫を生かした特色ある教育活動を展開する中で，基礎的・基本的な知識及び技
能を確実に習得させ，これらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力
その他の能力をはぐくむとともに，主体的に学習に取り組む態度を養い，個性を生かす教育の
充実に努めなければならない。その際，児童の発達の段階を考慮して，児童の言語活動を充実
するとともに，家庭との連携を図りながら，児童の学習習慣が確立するよう配慮しなければな
らない。

2（略）

3（略）

平成 19年の学校教育法の改正及び平成 20年に告示された新しい学習指導要領により，

学力の 3要素が規定されました。
このようにこれからの学習指導においては，

基礎的・基本的な知識・技能 　を習得させる

課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等の能力 　をはぐくむ

主体的に学習に取り組む態度 　を養う

ことが求められます。
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一方，島根県においては，島根県学力調査及び全国学力・学習状況調査により，

思考力・判断力・表現力の育成

に課題があることが明らかになっています。今後，島根県においては，思考力・判断力・表現力等を確
実にはぐぐむために，各教科等の指導の中で，

基礎的・基本的な知識・技能を習得させる

とともに，観察・実験やレポートの作成や推敲，論述，発表・討論といったそれぞれの教科等に即した

知識・技能を活用する

学習活動を充実させる必要があります。そしてこれらの学習活動の基盤となるのは，言語に関する能力
であり，各学校においては，国語科のみならず，すべての教科等で

言語活動を充実する

ことが求められています。
　言語活動の充実を図る際は，新しく設定された学習評価の観点「思考・判断・表現」等を中心に適切
な評価規準を設け，指導の充実を図ることが重要です。
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学習評価についての基礎クイズにチャレンジしてみましょう !!

なぜ学習評価を行うのでしょうか。

学習指導要領改訂に伴う学習評価の改善に関する
3つの基本的な考え方を説明してください。

新しい学習評価における 4つの観点をあげてく
ださい。

これまでの「思考・判断」が新しく「思考・判断・
表現」に変更された趣旨は何ですか。

「評価規準」とは何ですか。

なぜ「評価規準」を設定するのでしょうか。

各学校において学習評価をどう進めたらよいので
しょうか。また，進めるにあたっての留意点は何
でしょうか。

Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

Q6

Q7
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　学習評価を進めることで
　①　学習指導の在り方を見直す
　②　個に応じた指導の充実を図る
　③　学校における教育活動を組織として改善する
ことができるからです。

①　これまでの目標に準拠した学習評価（いわゆる絶対評価）を引き続き，着実に実
施すること。
②　新学習指導要領の趣旨や改善事項等を適切に反映すること。
③　学校や設置者の創意工夫を一層生かすこと。

評価の観点は
「関心・意欲・態度」，「思考・判断・表現」，「技能」，「知識・理解」の 4つです。

「思考・判断・表現」の観点のうち ｢表現」については，基礎的・基本的な知識・
技能を活用しつつ，各教科の内容に即して考えたり，判断したりしたことを，児童
の説明・論述・討論などの言語活動等を通じて評価することを意味しています。
つまり「表現」とは，これまでの「技能・表現」で評価されていた「表現」では
なく，思考・判断した過程や結果を言語活動等を通じて児童がどのように表出して
いるかを内容としています。

学習指導要領に示す目標の実現の状況を判断するためのよりどころです。学習指導
に当たっては各教科の目標だけでなく，領域や内容項目レベルの学習指導のねらいが
明確になっている必要があります。そして，学習指導のねらいが児童の学習状況とし
て実現された状態を具体的に想定しておく必要があります。これが評価規準です。

①　児童の学習状況を判断する際の目安が明らかになるからです。
②　指導と評価を着実に実施することにつながるからです。

①　学習評価をその後の学習指導の改善に生かすことです。
②　学校における教育活動全体の改善に結びつけることです。その際，学習指導の
過程や学習の結果を継続的，総合的に把握することが必要です。そのためには，
ア　評価規準を適切に設定する
イ　評価方法の工夫改善を進める
ウ　評価結果について教師同士で検討する
エ　実践事例を着実に継承していく
オ　授業研究等を通じ教師一人一人の力量の向上を図る等，校長のリーダーシッ
プの下で，学校として，組織的・計画的に取り組む

ことが必要です。

A1

A2

A3

A4

A5

A6

A7
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2 学習評価の意義・目的

学習評価には

○　児童の学習状況を検証し，結果の面から教育水準の維持向上を保障する

機能があり，
学習評価を通じて，

○　学習指導の在り方を見直すこと
○　個に応じた指導の充実を図ること
○　学校における教育活動を組織として改善すること

が重要です。

これがいわゆる「指導と評価の一体化」です。

そして，学習指導と学習評価の PDCAサイクルは，日常の授業，単元等の指導，学校における教育
活動全体等の様々な段階で繰り返されながら展開することが必要です。

【児童】にとっては

自らの学習状況に気付き，その後の学習や発達・成長が促される契機となります。

【保護者】にとっては

評価に先生の主観が入っているのではないかなどの不安を解消するとともに，学校における学習評価
の在り方や児童の学習状況について把握する契機となります。

Action
授業や指導計画等の

改善

Plan
指導計画等の作成

扌
Check

児童の学習状況，
指導計画等の評価

Do
指導計画を踏まえた
教育の実施

➡

扌

扌
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1）新学習指導要領を踏まえた観点の設定

○　各教科の内容等に即して思考・判断したことについて，その内容を言語活動を中心とする表現に
係る活動と一体的に評価する観点として「思考・判断・表現」が設定されました。
○　従来の「技能・表現」の観点の「表現」との混同を避けるため，「技能・表現」は「技能」に改
められています。

　新しい 4つの観点は次の通りです。

2）学校教育法及び小学校学習指導要領で規定された学力の 3つの要素と評価の観点との関係

3）「関心・意欲・態度」

各教科が対象としている学習内容に関心をもち，自ら課題に取り組もうとする意欲や態度を児
童が身に付けているかどうかを評価します。

※　全国学力・学習状況調査等により我が国の児童の学習意欲に課題があることが指摘されています。
本県の児童も島根県学力調査等から学習意欲に課題があると考えられます。
※　他の観点に係る資質や能力の定着に密接に関係しています。したがって「関心・意欲・態度」に
ついて学習評価を行い，児童が意欲的に取り組めるような授業を構成したり，継続的な授業改善を
行ったりすることが重要です。
※　授業中の挙手や発言の回数といった表面的な状況のみに着目することにならないよう留意しま
す。評価方法及び評価場面の例として，授業や面談における発言や行動等，ワークシートやレポー
トの作成，発表があります。
※　文部科学省の調査によると「関心・意欲・態度」を評価する際に教員の負担感等の課題があり，
評価方法や評価時期等の工夫が必要です。

3 観点別学習状況の評価の在り方

「関心・意欲・態度」

「技能」

「思考・判断・表現」

「知識・理解」

基礎的・基本的な知識・技能

課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等

主体的に学習に取り組む態度

➡「技能」及び「知識・理解」で評価します。

➡「思考・判断・表現」で評価します。

➡「関心・意欲・態度」で評価します。
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4）「思考・判断・表現」

それぞれの教科の知識・技能を活用して課題を解決すること等のために必要な思考力・判断力・
表現力等を児童が身に付けているかどうかを評価します。

○　新しい学習指導要領において，思考力・判断力・表現力等を育成するため，基礎的・基本的な知
識・技能を活用する学習活動を重視するとともに，言語活動の充実が求められたことから，新たに
設定されました。
○　言語活動を中心とした表現に係る活動や児童の作品等と一体的に行うことを明確化しています。
○　自ら取り組む課題を多面的に考察，観察・実験の分析や解釈を通じ規則性を見いだすなどの基礎
的・基本的な知識・技能を活用しつつ，各教科の内容等に即して思考・判断したことを，説明，論
述，討論といった言語活動等を通じて評価します。
○　思考・判断の結果だけではなく，その過程を含めて評価します。

5）「技能」

各教科において習得すべき技能を児童が身に付けているかどうかを評価します。

※　「思考・判断・表現」の観点の「表現」との混同を避けるため，従来の「技能・表現」を「技能」
に改めています。
※　教科によって違いはあるものの，基本的には，これまでの「技能・表現」で評価している内容は
引き続き「技能」で評価します。
＜例＞
　［算数］　式やグラフに表すこと
　［理科］　観察・実験の過程や結果を的確に記録し整理すること

6）「知識・理解」

各教科において習得すべき知識や重要な概念等を児童が理解しているかどうかを評価します。
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4 学習評価を生かした指導の工夫

1）「指導と評価の計画」の立案

学習評価を生かした指導を行う際に大切なことは，「指導と評価の計画」に基づき，計画的・継続
的に個に応じたきめ細かい指導を行うことです。
①　学習指導要領をもとに，児童の実態，教材等を勘案して年間指導計画を作成する。
②　単元（題材）の目標を設定する。
③　単元（題材）の評価規準を設定する。
④　学習活動，指導体制，資料等を検討し，単元の指導計画を作成する。
⑤　学習活動に即して，具体的な評価規準を作成する。
⑥　④，⑤をもとに，指導と評価の計画を作成する。

「指導と評価の計画」立案の流れ

※　言語活動の充実を踏まえた指導計画の作成
　　言語活動を充実することについて，校内のすべての教職員がその必要性を十分に理解し，言
語活動を各教科等の指導計画に位置付け，授業の展開や指導を改善することが大切です。
　　さらに，言語活動の充実を図った教科等の授業を実施する際は，どのような児童の姿を目指
すのか，イメージを共有することが大切です。例えば，「自分の考えをもち，自分のことばで
表現することができる子ども」というような児童の姿を設定することで，指導の目的が共通理
解され，一層効果が高まります。イメージの共有ができたら，担当している学年や教科等にお
いても，指導後の児童の姿を設定してみましょう。
例）　平安時代の文化と鎌倉時代の文化では，どちらが現代の我々の生活に影響を及ぼしてい
るか，自分の考えをまとめ，わかりやすく述べている。（6年　社会）

学習指導要領

・評価の観点
・評価場面
・評価方法
学習活動に即した
評価規準の具体化

評価計画の作成

・学習活動
・指導体制
・資料
時間のねらい，
学習活動の明確化

指導計画の作成

単元（題材）の目標

単元（題材）の評価規準の設定

児童の実態や教材等を
もとにした年間指導計画の作成
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2）学習評価を生かした具体的な指導の手だて

毎時間，学習状況を的確に把握し，すべての児童を「おおむね満足できる」状況（B）以上にする
ように指導します。

①　本時の学習終了後の児童の姿を想定
②　「努力を要する」状況（C），「おおむね満足できる」状況（B）及び「十分満足できる」
状況（A）と判断する児童それぞれへの具体的な指導の手だての設定

③　授業
④　手だてによる，児童の変容の様子の記録
⑤　記録やワークシート等の整理と本時の児童の実態をもとにした次時以降の学習過程や
個に応じた指導の手だての再考

3）児童，保護者等による授業評価等を生かした授業改善

授業改善を進めるにあたっては，教師が自ら授業を振り返るだけでなく，児童や保護者等が授業を
どうとらえているかを知り，それを授業改善に役立てることも大切です。県内の学校では，児童，保
護者等による授業評価や児童による自己評価を活用しているところがあります。

＜児童の自己評価の項目例＞
○　この授業でどんなことに興味をもちましたか。（関心）
○　積極的に授業に参加したり自ら課題を設定したりして学習できましたか。（意欲）
○　この授業でどんなことを深く考えましたか。（思考）
○　理由をつけて自分の考えを述べることができましたか。（表現）
○　○○の内容について理解できましたか。（理解）

＜児童による授業評価の項目例＞
○　○○の内容の授業はわかりやすかったですか。（内容）
○　板書の文字の大きさは見やすく説明は聞きやすかったですか。（技術）
○　興味・関心をもてるように授業が工夫されていましたか。（工夫）
○　授業についての感想を自由に書いてください。（自由記述）

授業前

本　時

授業後

子
ど
も
の
実
態
や
保
護
者
等
の

願
い
を
基
に
，授
業
計
画
の
作
成

児
童
，
保
護
者
へ
の

説
明

児
童
に
よ
る
授
業
評
価
，

児
童
の
自
己
評
価
な
ど

計
画
の
見
直
し

校
内
研
修

授
業
の
実
施
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5 学習評価の流れ

信頼性のある学習評価を進めるための準備

学習指導要領の目標，指導要録の評価の観点の趣旨を踏まえて
●各教科の単元（題材）ごとの評価規準と，指導と評価の計画を作成する。

児童，保護者への説明 

●学校における学習指導及び学習評価の方針について児童・保護者に対し
て説明を行う。

授業ごとの指導と評価

個々の児童の実態に応じた指導を工夫する。
●児童の学習状況は補助簿等を活用し，記録する。

単元（題材）ごとの評価の総括

●評価資料を基にして観点ごとに評価を総括する。

学期末及び学年末の評価の総括

●単元ごとの評価の結果を基にして，学期末及び学年末の観点ごとの評価
の総括を行う。
●学校内での総括の仕方の共通理解を図る。

年間の評価の総括

●各教科の評定を含む評価を行う。
● 4つの観点からバランスよく評価する。

評
価
規
準
・
評
価
方
法
等
に
つ
い
て
見
直
し
を
図
る
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6 評価規準作成の具体的な手順

①　学習指導要領に示す各教科の目標，学年の目標及び内容

②　平成 22年 5月 11日付け 22文科初第 1号「小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等
における児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について」（通知）で示された

　各教科の「評価の観点及びその趣旨」並びに「学年別の評価の観点の趣旨」

③　平成 22年 11月国立教育政策研究所作成の「評価規準の作成のための参考資料」（国立教育
政策研究所ホームページ http://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html）に示された

　「内容のまとまりごとの評価規準に盛り込むべき事項及び評価規準の設定例」

※　「内容のまとまり」
→学習指導要領に示す領域や内容項目等をそのまとまりごとに整理したもの

※　「評価規準の設定例」
→原則として，学習指導要領の各教科の目標，学年（又は分野）の目標及び内容のほかに，当
該部分の学習指導要領解説の記述をもとに作成されたもの

④　設置者が作成する指導要録における各教科等の「評価の観点及びその趣旨」

これら①②③④を参考に

◆　自校の指導計画に基づいて，単元（題材）ごとの観点別の評価規準を作成する。
◆　単元（題材）の指導計画に基づき，学習活動に即した具体的な評価規準を作成する。
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7 各教科等における指導と評価

○　各教科等の事例は，新しい学習指導要領の趣旨等を踏まえたものであり，今後の指導の参考にし
ていただくために作成したものです。
○　本事例における指導案の様式（「単元指導計画及び評価計画」，「本時の展開」等）は，一つの例です。
指導案を作成する際は，事例の様式を参考に各学校の実態や研究のねらい等に応じて，適切に様式
を設定して下さい。
○　指導のポイント 指  には，言語活動の充実を図るための具体的な指導のポイント等を示していま
す。
○　評価のポイント 評  には，評価の観点及び評価規準に基づく具体的な評価方法等を示しています。

B
A C ♪

♪

♬
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国語
1　目標

国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高めるとともに，思考力や想像
力及び言語感覚を養い，国語に対する関心を深め国語を尊重する態度を育てる。

2　評価の観点及びその趣旨

観
点

国語への
関心・意欲・態度

話す・聞く能力 書く能力 読む能力
言語についての
知識・理解・技能

趣
　
旨

国語で伝え合う力
を進んで高めると
ともに，国語に対
する関心を深め，
国語を尊重しよう
とする。

相手や目的，意
図に応じ，話し
たり聞いたり話
し合ったりし，
自分の考えを明
確にしている。

相手や目的，意
図に応じ，文章
を書き，自分の
考えを明確にし
ている。

目的に応じ，内
容をとらえなが
ら本や文章を読
み，自分の考え
を明確にしてい
る。

伝統的な言語文化に
触れたり，言葉の特
徴やきまり，文字の使
い方などについて理
解し使ったりすると
ともに，文字を正しく
整えて書いている。

※ 「話す・聞く能力」「書く能力」「読む能力」は，学習指導要領の内容のまとまりに合わせ，基礎
的・基本的な知識・技能と「思考・判断・表現」とを合わせて評価する観点として位置付けられ
ている。その上で，「国語への関心・意欲・態度」「言語についての知識・理解・技能」と合わせ，
5観点が設定されている。

3　改訂の要点

　言語の教育としての立場を一層重視し，国語に対する関心を高め，国語を尊重する態度を育
てるとともに，実生活で生きてはたらき，各教科等の学習の基本ともなる国語の能力を身に付
けること，我が国の言語文化を享受し継承・発展させる態度を育てることに重点を置く。

○　日常生活に必要とされる対話，記録，報告，要約，説明，感想などの言語活動を行う能力を確実
に身に付けることができるよう，継続的に指導することとし，課題に応じて必要な文章や資料等を
取り上げ，基礎的・基本的な知識・技能を活用し，相互に思考を深めたりまとめたりしながら解決
していく能力の育成を重視する。
○　「話すこと・聞くこと」においては，音声言語教材を活用し，指導効果を高める。
○　「書くこと」においては，実際に文章を書く活動をなるべく多くするとともに，課題設定や取材
→構成→記述→推敲→交流といった過程を重視し，指導の充実を図る。
○　「読むこと」においては，場面ごと段落ごとに平板に読み取らせる指導を改善し，児童自身が読
む目的を明確にして本や文章を選んだり，目的に応じて内容をとらえたりするなど，児童にとって
必要な読む能力を調和的に育成する。
○　〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕の「ア　伝統的な言語文化に関する事項」につ
いては，第 1学年から第 6学年までの各学年において継続して指導し，昔話や神話・伝承，故事
成語等を通して古典に親しめるように配慮する。小学校の低・中学年から古典などの暗唱等をさせ
た上で，古典や近代以降の作品に触れさせ，理解を深めるようにする。

国
語
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○　読書に親しむとともに，学校図書館を計画的に利用して必要な図書資料を選び，資料から情報を
取り出してまとめることができるよう指導する。　
○　漢字の読みの指導では，当該学年で指導する漢字に加え，上の学年に配当されている漢字等につ
いても，必要に応じて振り仮名を用いるなどして児童が読む機会をもつようにする。

《示されている配当単位時間の目安》
領域等・学年 第 1・2学年 第 3・4学年 第 5・6学年

「A話すこと・聞くこと」 35 30 25

「B書くこと」 100 85 55

毛筆を使用する書写 － 30 30

4　評価規準と本時の展開例

1）単元名

「むかしのお話を楽しもう」
（教材：「スサノオノミコトのヤマタノオロチ退治」ふるさと読本『いずも神話』

〈＊義務教育課HPよりダウンロードできます。〉
　　　 『おおくにぬしのぼうけん』（福永武彦・文　片岡球子・絵　岩崎書店）

2）単元のねらい

・神話や昔話に興味をもち，お話の好きなところや面白いところを進んで発表しようとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【国語への関心・意欲・態度】
・神話について，場面の様子をおさえながら想像を広げて読み，紹介カードにまとめる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【読む能力】
・他の神話や昔話について読み広げる。　　　　　【言語についての知識・理解・技能】

3）単元の評価規準

国語への関心・意欲・態度 読む能力 言語についての知識・理解・技能

神話や昔話に興味をもち，お話の
好きなところや面白いところを進
んで発表しようとしている。

神話について，場面の様子を押
さえながら想像を広げて読み，
紹介カードにまとめている。

他の神話や昔話について読み広げて
いる。

国
語
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4）単元の指導計画と評価計画（全 6時間）

次 時 目　　　　　　標 主な学習活動
評　　　　　　価

国語 読む 言語 評価規準（評価方法）

1
次

1 神話の読み聞かせを
聞き，一番好きな場
面を見つける。

①　「ヤマタノオロチ」につい
て知っていることをあげる。
②　「スサノオノミコトのヤ
マタノオロチ退治」の読み
聞かせを聞く。
③　本文の中から一番好きな
ところを探して線を引き，
理由をノートに書く。

○ ○ （国）「ヤマタノオロチ」の話
について興味・関心をもって
聞いている。

（観察）
（読）一番好きなところにつ
いて考えてノートに書いてい
る。

（ノート）

2
3
本
時

友だちの意見も参考
にしておうちの人に
むけて「スサノオノ
ミコトのヤマタノオ
ロチ退治」の紹介
カードを書く。

①　話の最初の方から発表し
ていく。同じ場面を選んだ
ときは，名前を黒板に書く。
②　友達の意見も参考にし
て，おうちの人にむけて「ス
サノオノミコトのヤマタノ
オロチ退治」の紹介カード
を書く。

○ ○ （国）場面の展開に沿って自
分が好きなところとその理由
を発表している。

（発言・ノート）
（読）最初に考えたことや友
達の意見を参考にしておうち
の人に向けて「スサノオノミ
コトのヤマタノオロチ退治」
の紹介カードを書いている。

（ワークシート）

2
次

4
5

他の神話の読み聞か
せを聞いたり，探し
て読んだりして神話
や昔話に親しむ。

①　ものがたり絵本『おおく
にぬしのぼうけん』（福永
武彦・文　片岡球子・絵　
岩崎書店）の「いなばのし
ろうさぎ」の部分の読み聞
かせを聞き，様々な「神話」
があることを知る。
②　昔から言い伝えられてい
る話について学校図書館で
探して読む。

○ ○ （国）「いなばのしろうさぎ」
の話について，興味・関心を
もって聞いている。

（観察）
（言）神話や昔話について，
興味・関心をもって学校図書
館で探して読み広げている。

（観察）

6 他の神話や昔話につ
いて友達に紹介でき
るようにする。

①　前時の神話や昔話の中か
ら，1冊（1話）選んで，
主な登場人物やおもしろ
かったところを4人グルー
プの中で紹介する。

○ （国）自分が選んだ話につい
て，主な登場人物やおもしろ
かったところを発表してい
る。

（観察・ワークシート）

5）本時の学習

①　本時のねらい（1次　2・3時間目）
・場面の展開に沿って自分が好きなところとその理由を進んで発表しようとする。

 【国語への関心・意欲・態度】
・全体で意見の交流をして，「スサノオノミコトのヤマタノオロチ退治」についておうちの人への
紹介カードを書く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【読む能力】

指  古典への抵抗感をなくし，
古典に親しませるために，低学
年においては，登場人物名・大
切な言葉などを板書するなどし
てゆっくり読み聞かせる。

指  読書へのアニマシオン（「前
かな後ろかな」など）を取り入
れ楽しく読み広げることも考え
られる。

指  語り口調や声の大小，速さ，間の取り方，表情などに触れて，
作品の世界に浸らせるために，読み聞かせの後に本文を配る。

指  内容の読み取りを深めるためグ
ループで同じ神話を読み一場面の内
容を演じる等の工夫も考えられる。

指  興味・関
心を高めるた
め，導入で視
聴覚教材の活
用も考えられ
る。

国
語
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②　本時の展開 
学習活動 教師の支援 評価（評価方法）

1　本時の学習のめあてを確認す
る。

2　場面（1ページずつ）ごとに
読み聞かせを聞き，好きな場面
とその理由を発表する。同じ場
面を選んでいた人は理由を付け
加えていく。

3　全員の発表が終わったところ
で，発表を聞いた感想や意見を
述べる。

4　もう一度「スサノオノミコト
のヤマタノオロチ退治」につい
て読み聞かせを聞く。

5　友だちの意見も参考にしなが
らおうちの人に向けて「スサノ
オノミコトのヤマタノオロチ退
治」の紹介カードを書く。

○　「スサノオノミコトのヤマタ
ノオロチ退治」の話について一
番好きな部分とその理由がノー
トに書いてあるか確認する。

○　場面の展開に沿って各自の意
見とその理由を発表することを
確認する。
○　黒板を横長に 6等分し（6ペー
ジ分），発言箇所と理由のキー
ワードを書いていく。同じ意見
の場合は名前を書き添えていく。

○　全員が発表するよう声掛けを
する。
○　他の人の発表を聞いて，新た
に気付いたことなどを聞く。

○　ゆっくり読み聞かせをする。
○　紹介カードについて以下のよ
うな項目を示すことで書きやす
くする。
・登場人物を言います。～が出て
きます。
・私の一番お気に入りのところは
○○が～しているところです。
・そのわけを話します。それは～
だからです。　　　　　　など

☆　場面の展開に沿って自分が好
きな部分とその理由を発表して
いる。（発言・ノート）

☆　最初に考えたことや友だちの
意見を参考にして「スサノオノ
ミコトのヤマタノオロチ退治」
について項目に沿って書いてい
る。（紹介カード）

③　本時の評価
十分満足できると判断される

児童の具体例
おおむね満足できると判断される

児童の具体例
支援を必要とする

児童への指導の手立て

国語への意欲・
関心・態度

ノートに書いたことを踏ま
えて，場面の展開に沿って
自分が好きな部分とその理
由を詳しく発言している。

ノートを見ながら，場面の
展開に沿って自分が好きな
部分とその理由を発言して
いる。

机間指導時に本文を見なが
ら好きな部分を確認し，「な
ぜか」にあたるキーワード
を引き出す。

読む能力

本文に即して大事な言葉や
文，自分の印象に強く残っ
た言葉や文をとらえて紹介
カードをまとめている。

文章の大筋をとらえ，本文
中の言葉や文を使って，紹
介カードをまとめている。

好きな部分の理由が明確に
なるよう，理由のキーワー
ドを引き出しつないでいっ
て，文章化できるようにす
る。

指  根拠を明らかにして理由が
説明されているか確認させる。

友達の意見も参考にしながらおう
ちの人に「スサノオノミコトのヤ
マタノオロチ退治」の紹介カード
を書こう。 評  本時の前後でノートを点検し，

児童が読むことのねらいを最終的
に達成できるような学習過程にあ
るかを確認し，発言のみで，評価
を行わないよう留意する。

評  友だちの意見を参考にしなが
ら，項目に沿って，大事な言葉や
文をとらえて書いているかを評価
する。

指  他の人の意見とその理由を聞い
て，よいところを見つけて感想を伝
え合い，交流の場をもつことで，他
者の考えを理解するとともに自分の
考えがもてるようにする。

指  児童が主体的に文章を読むよう
にするために目的意識をもって読む
活動を設定する。ほかに，画用紙 1
枚に言葉や絵でまとめて発表する活
動や，自分が読み語りをしたいとこ
ろを発表する活動に替えることも考
えられる。

国
語
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社会
1　目標

社会生活についての理解を図り，我が国の国土と歴史に対する理解と愛情を育て，国際社会に生
きる平和で民主的な国家・社会の形成者として必要な公民的資質の基礎を養う。

2　評価の観点及びその趣旨

観
点

社会的事象への
関心・意欲・態度

社会的な
思考・判断・表現

観察・資料活用の技能
社会的事象についての

知識・理解

趣
　
旨

社会的事象に関心をも
ち，それを意欲的に調
べ，社会の一員として
自覚をもってよりよい
社会を考えようとす
る。

社会的事象から学習問
題を見いだして追究
し，社会的事象の意味
について思考・判断し
たことを適切に表現し
ている。

社会的事象を的確に観
察，調査したり，各種
の資料を効果的に活用
したりして，必要な情
報をまとめている。

社会的事象の様子や働
き，特色及び相互の関
連を具体的に理解して
いる。

3　改訂の要点

○　社会的事象に関心をもって多面的・多角的に考察し，公正に判断する能力と態度を養い，社会的
な見方や考え方を成長させる。
○　社会的事象に関する基礎的・基本的な知識，概念や技能を確実に習得させ，それらを活用する力
や課題を探究する力を育成する観点から
・各学校段階の特質に応じて，習得すべき知識，概念の明確化を図る。
・コンピュータなども活用しながら，地図や統計など各種の資料から必要な情報を集めて読み取る。
・社会的事象の意味，意義を解釈する。
・事象の特色や事象間の関連を説明する。
・自分の考えを論述する。
○　我が国及び世界の成り立ちや地域構成，今日の社会経済システム，様々な伝統や文化，宗教につ
いての理解を通して
・我が国の国土や歴史に対する愛情をはぐくみ，日本人としての自覚をもって国際社会で主体的に
生きる資質や能力を育成する。
・持続可能な社会の実現を目指すなど，公共的な事柄に自ら参画していく資質や能力を育成する。

4　評価規準と本時の展開例

1）単元名　県内の特色ある地域の人々の生活

2）単元のねらい

・県内の特色ある伝統・文化や自然環境を保護・活用している地域やそれにたずさわる人々の生活
の様子に関心をもち意欲的に調べたり，自分たちの住んでいる島根県の特色やよさを考えたりし
ようとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【社会的事象への関心・意欲・態度】

社
会
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・県内の特色ある伝統・文化や自然環境を保護・活用している地域の様子と自分たちが住んでいる
地域を相互に比較したり共通点を考えたりして，島根県の特色やよさを根拠を示しながら説明す
ることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【社会的な思考・判断・表現】
・地図や資料，インターネットを活用して，県内の特色ある伝統・文化や自然環境を保護・活用し
ている地域の様子について必要な情報を集め読み取ったり，調べたことを用いて作品などにまと
めたりすることができる。　　　　　　　　　　　　　　　【観察・資料活用の技能】
・県内の特色ある伝統・文化や自然環境を保護・活用している地域やそれにたずさわる人々の生活
の様子や，島根県の特色やよさを理解することができる。　【社会的事象についての知識・理解】

3）単元の評価規準

社会的事象への
関心・意欲・態度

社会的な
思考・判断・表現

観察・資料活用の技能
社会的事象についての

知識・理解

①　県内の特色ある伝
統・文化や自然環境
を保護・活用してい
る地域やそれにたず
さわる人々の生活の
様子に関心をもち，
意欲的に調べてい
る。
②　自分たちの住んで  
いる島根県の特色や
よさを考えようとし
ている。

①　県内の特色ある地域
の様子について，学習
問題や予想，学習計画
などを考え表現してい
る。
②　浜田市三隅町や海士
町と自分たちが住んで
いるまちと相互に比較
したり共通点を考えた
りして，島根県の特色
やよさを根拠を示しな
がら説明している。

①　地図や資料，イン
ターネットを活用し
て，県内の特色ある伝
統・文化や自然環境を
保護・活用している地
域の様子について必要
な情報を集め，読み
取っている。
②　調べたことを用いて
作品などにまとめてい
る。

①　伝統・文化を保護・
活用している浜田市三
隅町や，自然環境を保
護・活用している海士
町の地域や人々の生活
の様子を理解してい
る。
②　島根県の特色やよさ
を理解している。

4）単元指導計画と評価計画

時 主な学習活動 資料，体験等 評価規準と評価方法

1
昔からつくられているものを持ち寄って紹介し
合うとともに，島根県の伝統を生かした工業製
品を調べる。

・わたしたちの島根
　（副読本）
・インターネット

関心・意欲・態度－①
［行動・発言］

2
浜田市三隅町で作られている石州和紙と洋紙を
比べて和紙の特色を調べ，石州和紙作りについ
て調べる計画を立てる。

・石州和紙の実物
・わたしたちの島根

思考・判断・表現－①
［発言・ノート］

3 牛乳パックを原料とした紙すき体験を行う。 ・紙すきに関する資料 技能－①　　　　［行動］

4
・
5

石州和紙ができるまでの工程を調べたり，和紙
の原料やその産地の土地の様子，和紙の使われ
方について調べたりする。

・わたしたちの島根
・インターネット動画

技能－①
［行動・ノート］

知識・理解－①
［ノート］

指  〔第 3学年及び第 4学年〕内容（6）ウについては，『県内の
特色を考える』手掛かりとして，県内の特色ある地域の人々の生
活を調べる。その際，「伝統的な工業などの地場産業の盛んな地域」
を必ず含め，「自然環境，伝統や文化などの地域資源を保護・活用
している地域」から地域のバランスを考え 2つ程度取り上げる。

指  問題解決的な学習過程を取り入れた単元構成
にし，言語活動の充実を図りながら，考える力，
調べたことや考えたことを表現する力を育てる。
例）学習問題をつかむ→見通しをもつ→調べる→

考えまとめる・振り返る

指  観察・資料活用の技能の習得，活用力の育成のために，観察や調査，見学などの
体験的な活動を意図的・計画的に単元計画や年間指導計画に位置づける必要がある。

社
会
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6

和紙職人が協力して技術を守っていくための工
夫や努力，自然条件と製品との関係について考
え話し合う。

・わたしたちの島根
・職人さんの話（ビデオ）
・新聞記事

思考・判断・表現－②
［発言・ノート］

7
県内の自然環境に恵まれた地域の一つである隠
岐郡海士町の位置・人口などの基本情報や海士
町への交通手段等について調べる。

・地図
・海士町の統計資料
・インターネット

関心・意欲・態度－①
［行動・発表］

8
海士町ではどのような産業が盛んか予想し，調
べる計画を立てる。

・地図
・インターネット

思考・判断・表現－①
［発言・ノート］

9

新しい冷凍技術（C
キ

A
ャ
S
ス
）を使ったいか・岩が

きの生産や流通について調べたり，さざえカ
レー製造の歴史について調べたりする。

・インターネット
・さざえカレーについて
まとめたプリント
・さざえカレーの実物

技能－①
［行動・ノート］

10
島の豊かな自然環境を生かした観光の振興や，
自然と共生するまちづくりなどの取組について
調べる。

・インターネット 知識・理解－①
［ノート］

11
島の豊かな自然環境を生かした産業や観光の振
興について，調べたことをガイドブックにまと
める。

技能－②   　　　［作品］

12

自然環境とまちづくりとの関連や，まちづくり
に取り組む海士町の人々の思いについて考え話
し合う。

思考・判断・表現－②
［発言・ノート］

13
・
14

県内の特色ある地域についてわかったことや考
えたことを関係図にまとめて説明する。

・県内の特色ある地域の
関係図

関心・意欲・態度－②
［行動・発表］

思考・判断・表現－②
［発言・作品］

知識・理解－②
［発言・作品］

注）　〔第 3学年及び第 4学年〕内容（6）「県（都，道，府）の様子」は，ア「県（都，道，府）内における自分たちの市（区，町，村）
及び我が国における自分たちの県（都，道，府）の地理的位置，47都道府県の名称と位置」，イ「県（都，道，府）全体の地形や主な
産業の概要，交通網の様子や主な都市の位置」，ウ「県（都，道，府）内の特色ある地域の人々の生活」，エ「人々の生活や産業と国内
の他地域や外国とのかかわり」の 4つの内容で構成されている。本単元は，このうちのウの内容を取り上げたものである。

5）　本時の学習

①　本時のねらい
　　自然環境とまちづくりとの関連や，まちづくりに取り組む海士町の人々の思いについて考え，海
士町のまちづくりの特色を根拠を示しながら説明することができる。【社会的な思考・判断・表現】

評  「技能」については，
資料等から情報を収集・
選択して，読み取ったり
する「技能」と，それら
を用いて図表や作品等に
まとめたりする際の「表
現」と合わせて評価する。

評  「態度」については，必ずしも行動や実践を求めるのではなく，社会
に対する思いや願い，社会にかかわろうとする気持ちなどを評価する。

指  児童に考えさせる観点を明確にして学習問題を設定し，事実に即して根拠や解釈を
示しながら，考えたことを説明したり話し合ったりする場を設ける。
例）・社会的事象や問題に対して「なぜか」と問い，事象相互の関係やその意味・意義

を考えさせる。（思考）
・社会的事象や問題に対して「どうしたらよいか」と問い，問題解決の方法や方策
を考えさせる。（判断）

評  「思考・判断・表現」については，社会的事象について思考・判断したことを  説明，論述，討論等の言語活
動を通して一体的に評価する。また，思考・判断した 結果だけでなく，過程についても評価するように配慮する。
指導者は，「思考・判断・表現」と「技能」のどちらのねらいで行うのか明確にして評価する必要がある。

社
会
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②　本時の展開 
時 学習活動 教師の支援 ☆評価　　○教材

3

13

書く
7
発表
15

7

①　本時の学習課題を確認す
る。

②　前時に作ったガイドブック
のタイトルとそれにした理由
について発表し，意見交換す
る。

③ 学習課題の に入る言葉
を考えてカードに書き，その
理由を発表し合う。

④　発表で出てきた言葉を使っ
てまとめの感想文をノートに
書く。

・導入時の海士町に対する思い
を想起させるために，導入時
に出た意見を提示する。

・前時までの学習内容を想起で
きるようにするために，これ
まで学習に使った写真を併せ
て掲示する。
・そのタイトルにした理由を相
手に伝わりやすくするため
に，自分が作ったガイドブッ
クを掲示しながら発表する。

・カードを配り，1枚に一つの
事項を書くように指示する。
・児童一人一人の考えが伝わり
やすくするために，カードを
種類ごとに分類し黒板に貼っ
ておく。また，事実に即して
理由を発表したり，他の考え
との関連を明らかにして発表
したりするように指示する。
・海士町のまちづくりの特色を
捉えやすくするために，出て
きた言葉を，さらに，まちづ
くりの内容，まちづくりに取
り組む人々の思いに分けて提
示する。
・黒板に書いてあるキーワード
を使って書くように指示す
る。

○　導入時の児童の発言を書い
た紙

○　ガイドブック，CAS，さ
ざえカレー，あまんぼう，海
士中学校生徒の活動の写真

○　カード
☆　自然環境とまちづくりとの
関連や，まちづくりに取り組
む海士町の人々の思いについ
て考え，海士町のまちづくり
の特色を根拠を示しながら説
明している。
　（思考・判断・表現：発言，ノー
ト）

③　本時の評価
十分満足できると判断される

児童の具体例
おおむね満足できると判断される

児童の具体例 支援を必要とする児童への指導の手立て

これまでの学習をもとにして，例
えば，自分の生活と比較したり，
より広い視野から捉えたりなどし
ながら，自然環境とまちづくりと
を関連付けたり，まちづくりに取
り組む海士町の人々の思いについ
て考えたりして，海士町のまちづ
くりの特色を根拠を示しながら説
明している。

これまでの学習をもとにして，自
然環境とまちづくりとを関連付け
たり，まちづくりに取り組む海士
町の人々の思いについて考えたり
して，海士町のまちづくりの特色
を根拠を示しながら説明してい
る。

自分が作ったガイドブックを見直
したり，これまで学習したことを
振り返ったりしながら考えるよう
に伝える。また，他の児童の考え
を，「まちづくりの内容」と「ま
ちづくりに取り組む人々の思い」
に分類しながら板書する。

評  「○○を生かして」「協力し
て」などのキーワードを使って
表現している意見を賞賛し，自
信を持って発言できるようにす
る。

指  海士町のまちづくりの特色
を捉える視点として，「まちづ
くりの内容」と「まちづくりに
取り組む人々の思い」を設定
し，児童の考えを分類整理しな
がら，言語活動を進めていくよ
う配慮する。

評  発言からは把握できなかっ
た児童の考えをノートの記述か
ら読み取り評価する。

評  「十分満足できる」状況を判断するためには，「おおむね満足できる」状況をいくつかの視点で具体的に想定しておく必要が
ある。そして，その「おおむね満足できる」状況より，質的な深まりが見られる状況の場合「十分満足できる」状況と判断する。

「海士町は  な町（島）」を考えよう。

社
会
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算数
1　目標

算数的活動を通して，数量や図形についての基礎的・基本的な知識及び技能を身に付け，日常の
事象について見通しをもち筋道を立てて考え，表現する能力を育てるとともに，算数的活動の楽し
さや数理的な処理のよさに気付き，進んで生活や学習に活用しようとする態度を育てる。

2　評価の観点及びその趣旨

観
点

算数への
関心・意欲・態度

数学的な考え方
数量や図形についての

技能
数量や図形についての

知識・理解

趣
　
旨

数理的な事象に関心を
もつとともに，算数的
活動の楽しさや数理的
な処理のよさに気付
き，進んで生活や学習
に活用しようとする。

日常の事象を数理的に
とらえ，見通しをもち
筋道立てて考え表現し
たり，そのことから考
えを深めたりするなど，
数学的な考え方の基礎
を身に付けている。

数量や図形についての
数学的な表現や処理に
かかわる技能を身に付
けている。

数量や図形についての
豊かな感覚をもち，そ
れらの意味や性質など
について理解してい
る。

※ねらいに応じた指導と評価（例）

※このように，同様の学習活動であっても，教師のねらいに応じて指導を行い，異なる観点で評価
することもある。

3　改訂の要点

○　基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着のため，発達や学年の段階に応じたスパイラルによる
指導の充実を図る。
○　国際的な通用性，内容の系統性の確保や小・中学校の学習の円滑な接続等の観点から必要な指導
の充実を図る。

23× 16の計算について　　　　　『小学校第 3学年　「A　数と計算」』から

ね
ら
い

観
点 数量や図形についての技能数量や図形についての知識・理解数学的な考え方

授
業
場
面

16を 10と 6に分ける

 23× 10＝ 230
 23× 6＝ 138
 230＋ 138＝ 368

　　23
×　16     ここには
　 138     本来
　 230  ← 0がある
　 368

　　23
×　16
　 138
　 23  
　 368

評
価
基
準

2位数や 3位数に 1位数や 2
位数をかける乗法の計算の手順
を基にして，計算が確実にでき
る。

2位数や 3位数に 1位数や 2
位数をかける乗法の計算の意味
を理解している。

2位数や 3位数に 1位数や 2位
数をかける乗法の計算について，
具体物や図，式を用いて答えを
求めたり，求め方をふりかえり計
算の仕方をまとめたりしている。

（問題と出会い）
初めて計算の仕方を考える

   筆算の仕方とその習熟筆算の意味の理解

↓↓↓

↑↑↑

算
数
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○　知識・技能を活用したり，学ぶことの意義や有用性を実感できるよう，数量や図形についての知
識・理解を実際の場面で活用するなどの「算数的活動」の充実を図る。

○　言語活動の充実の観点から，［算数的活動］において「言葉や数，式，図，を用いたりして考え，
説明する活動」「目的に応じて表やグラフを選び，活用する活動」などの充実を図る。

☆　言語活動を充実させるための工夫
①　問題文と図，表，式等を関連させて説明させるようにする。
②　「方法」の説明だけでなく，「事実」の説明や「理由」の説明もあることを考慮する。

4　評価規準と本時の展開例

1）単元名　第 5学年　　体積

2）単元のねらい

・身のまわりにあるものの体積に関心をもち，進んで体積を調べようとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【算数への関心・意欲・態度】
・直方体や立方体の体積の求め方を，図や式などを用いて考えることができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【数学的な考え方】
・直方体や立方体の体積を，公式を用いて求めることができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【数量や図形についての技能】
・体積の単位と測定の意味や直方体，立方体の体積は計算によって求めることができることを理解
するとともに，体積の量感を身に付ける。　　　　　　　　【数量や図形についての知識・理解】

3）単元指導計画と評価計画　（全 10時間　本時 9／ 10時）

時 主な学習活動
評　　　　　　価

関心 考え 技能 知識 主な評価規準（評価方法）

一
　
直
方
体
や
立
方
体
の
体
積

1 ・直方体や立方体の固まりの大きさの
比べ方を考える。
・体積の表し方や求め方を調べる。

○

○

体積に関心をもち，既習事項と関連づけな
がら，体積を比べようとしている。
1㎤を単位として，その何個分で表すことを
理解している。（行動観察・ 発言・ノート ）

2 ・直方体や立方体の体積を計算で求め
る方法（公式）を考え，体積の公式
を使って体積を求める。

○ 立体の縦，横，高さの要素から計算で体
積を求める方法を考え，求めることがで
きる。（行動観察・ノート）

3 ・工作用紙を使って体積が 1000㎤ 
になる入れ物を作る。

○ 縦，横，高さに着目して，体積が 1000
㎤ になる入れ物の作り方を考えている。
 （行動観察，製作物）

二
　
大
き
な
体
積

1 ・大きな体積を表す単位「㎥」を
知り，大きな直方体や立方体の体
積を公式を使って計算する。

○

○

身の回りにあるものの体積をすすんで求
めようとする。
体積の求積公式を用いて，体積を求める
ことができる。（発言・ノート）

2 ・1㎥ と 1㎤ の相互関係を調べる。
・「容積」について知り，容積を求める。

○ 1㎥  と 1㎤ の単位関係を理解している。
（発言・ワークシート）

3 ・身近にあるものを使って，体積が 1
㎥になるものをつくり，1㎥の大き
さを体感する。

○ 体積が 1㎥  になるものをいろいろつく
ることを通して，量感を感得している。
（行動観察・ノート）

4 ・練習問題をする。

算
数
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三
　
体
積
と
比
例

1 ・高さと体積の関係を調べる。 ○ 直方体の高さの変化に伴う体積の変化を
調べ，比例について理解している。
（発言・ノート）

四
　
求
め
方
の
工
夫

1 ・複合図形の体積の求め方を考える。 ○ 複合図形の体積の求め方を，直方体や立
方体に分けたり補ったりして求める方法
を式や図，記号等を用いて考えている。
（発言・ワークシート）

五
　
た
し
か
め

1 ・既習事項の確かめをする。 ○ 直方体や立方体，複合図形の体積や容積
を求めることができる。
（発言・ノート）

4）本時の学習

①　本時のねらい
　　複合図形の体積の求め方を，直方体や立方体に分けたり補ったりして求める方法を式や図，記号
等を用いて考えることができる。【数学的な考え方】

②　本時の展開
時 学習活動と予想される児童の反応 ☆　評価と教師の支援

7 1．学習の課題をつかむ。

 

・分からないなあ。出っ張った部分がじゃまだなあ。
・L字型の面積の時と同じように考えればできそうだ。
・直方体や立方体なら求められるから‥。
・直方体がくっついてる。
・足りないところを付け足して，後から引けばできそうだ。
・どうも，いろいろなやり方がありそうだ。

既習事項（立方体や直方体の体積の求
め方や，L字型の面積の学習）とつなげ
て考えられるように，直方体の模型や L
字型の面積の図等を用意し，児童の実態
に応じて提示する。

課題に対して，気がついたことや分から
ないことを伝え合い，体積を求めるため
の見通しがもてるようにする。

13 2．体積の求め方を考える。

あ　　　　　　　　　　　　　い

う　　　　　　　　　　　　　え

複合図形をプリントしたワークシートを
児童一人一人に配付し，考えやすいよう
にする。（一枚一図形）
ワークシートは複数用意する。

自力解決できた児童に対しては，別の求
め方に挑戦するよう言葉かけをする。

自力解決できない児童に対しては，複合
図形が直方体や立方体と繋げて考えられ
るように，具体物を用意するなど児童の
実態に応じた支援をする。

① ② ①
②

①
②

↓

8㎝
6㎝

5㎝

5㎝
2㎝3㎝

7㎝
指  児童が本時の学習について，見通しが
もてるように実態に応じて導入を工夫す
る。

指  予想される児童の姿や表現（式，図，
つぶやきなど）をあらかじめ具体的にイ
メージしておく。

次の L字型の立体の体積は，求められるかな。

体積の求め方を考えよう。

分積（縦に分けて）
　①　6×3×7＝126
　②　6×5×5＝150
①＋②126＋150＝276

補積（付け足して）
　①　6×8×7＝336
　②　6×5×2＝60
①－②336－60＝276

分積（横に分けて）
　①　6×8×5＝240
　②　6×3×2＝36
①＋② 240＋36＝276

等積（向きを変えて）
7×8－2×5＝46
46×6＝276

算
数



25

15 3．自分の考えを伝え合う。

（1）自分の考えた求め方の式と答えを，発表する。
　・どれも体積は 276㎤だ。

（2）どのように求めたのか説明し合ったり，質問し合った
りする。
・6× 8× 7＝ 336はここが 6㎝でここが…
・6× 5× 2＝ 60 の 5はどこから出てきたのですか ?
・①の部分と②の部分の 2つの直方体に分けて一つ一つ
の体積を求めています。
・無いところに直方体があると考えて求めています。

友達の求め方について，式を読み取り，
図や記号等と関連づけて考えるように，
始めに全体の場で式と答えだけを発表す
る。

☆　複合図形の体積の求め方を，直方体
や立方体に分けたり補ったりして求め
る方法を式や図，記号等を用いて考え
ている。

5 4．本時の学習をふりかえる。

・L字型の立体の体積は，立体の引っ込んだところから補
助線を引いて，直方体を作れば求められた。
・無いところをつけたして大きな直方体と考えれば求める
ことができた。
・○○さんの，図と式に番号をつける説明の仕方は，とて
も分かりやすかった。
・次は，もっと複雑な立体の体積の求め方を考えてみたい。

説明することが難しい児童に対しては，
説明できた児童の後に発言するようにし
たり，きっかけの言葉を教師から示した
りして，説明しやすくする。

求め方が似ているところ，違っていると
ころなど，児童の気付いたことから，複
合図形を求めるための大切なことについ
て児童の言葉を中心にまとめる。

5 5．練習問題をする。

・「今日の学習の気がついたこと」を使うと簡単に求めら
れたよ。

③　本時の評価
十分満足できると判断される

児童の具体例
おおむね満足できると判断される

児童の具体例
支援を必要とする

児童への指導の手だて

数学的な考え方

複合図形の体積の求め方
を，既習の L字型の面積
の求め方と関連付け，式や
図，記号等を用いて考えて
いる。

複合図形の体積の求め方
を，直方体や立方体に分け
たり補ったりして求める方
法を，式や図，記号等を用
いて考えている。

直方体に分けられる複合図
形を用意し，それをもとに
した求め方を式や図に表す
ように助言する。

3㎝

3㎝
6㎝ 4㎝

4㎝

9㎝

3㎝

評  数学的な考え方を評価する場合，問題
を解決する際に期待する数学的な考え方
（本時では直方体や立方体に分けたり，補っ
たりする考え）を明確にして評価する。

評  結果だけでなく，その過程を含めて
評価する。

評  児童の取組を肯定的にとらえた評価
言を大切にする。

指  「考えを表現すること」だけでなく，「表
現したことからさらに考えを深める」こと
を大切にする。

指  説明をし合う活動では，直
接図を指で示したり，記号を用
いたりするなどして，図と式、
表などを関連づけ，思考の過程
を説明できるようにする。

指  子どもたちが発表しやすい
ように，板書を計画的に行う。

指  児童のいろいろな考え
を深めるために，伝え合う
場を設ける。児童や学級の
実態に応じて，グループや
ペア学習など形態の工夫を
することも効果的である。

指  説明を聞く側は，視点
をもって聞くようにする。

指  練習問題をとおして，
本時に学習したことのよさ
が実感できるようにする。

自分の考え方を友だちに説明してみよう。

今日の学習で，気がついたことを発表しよう。

指  根拠を問うなど，児童の考えを揺さぶ
る言葉がけをし，考えを深めるようにする。

算
数
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理科
1　目標

自然に親しみ，見通しをもって観察，実験などを行い，問題解決の能力と自然を愛する心情を育
てるとともに，自然の事物・現象についての実感を伴った理解を図り，科学的な見方や考え方を養う。

2　評価の観点及びその趣旨

観
点

自然事象への
関心・意欲・態度

科学的な思考・表現 観察・実験の技能
自然事象についての

知識・理解

趣
　
旨

自然に親しみ，意欲を
もって自然の事物・現
象を調べる活動を行
い，自然を愛するとと
もに生活に生かそうと
する。

自然の事物・現象から問
題を見いだし，見通しを
もって事象を比較したり，
関係付けたり，条件に着
目したり，推論したりして
調べることによって得ら
れた結果を考察し表現し
て，問題を解決している。

自然の事物・現象を観
察し，実験を計画的に
実施し，器具や機器な
どを目的に応じて工夫
して扱うとともに，そ
れらの過程や結果を的
確に記録している。

自然の事物・現象の性
質や規則性，相互の関
係などについて実感を
伴って理解している。

3　改訂の要点

主体的な問題解決の学習過程の中で，科学的な思考力・表現力をはぐくむ指導の充実を図る 

○　児童が主体的に問題解決の活動を進められるように，導入において児童が問題を見いだす状況や
問題解決に対する見通しを意識する場面をつくる。
○　観察や実験の結果を表やグラフ，絵，図等に整理・処理するなど，考察場面を充実させる。
○　考察場面では，予想や仮説と関連付けながら考察を言語化し，表現させる。
○　グループや学級全体の話し合い活動では，科学的な言葉や概念を用いて考えたり，説明したりさせる。
○　ワークシートや観察，パフォーマンステスト，レポート，ペーパーテスト，自己評価，相互評価など，
評価の観点に適した評価方法を選び，児童の学習状況を評価しながら次の学習指導につなげる。

観察・実験などの体験的な活動を重視する

○　児童が自らの諸感覚を働かせた観察・実験となるようにする。
○　ものづくりなどの科学的な体験，身近な自然を対象とした自然体験などを取り入れ，体験的に学習を進める。
○　問題に対して予想や仮説をもち，観察・実験などの計画・方法を工夫することにより，見通しを
もった観察・実験となるようにする。
○　実験操作や野外観察等において，安全への配慮を十分に行い，事故防止に努める。

自然に親しみ，納得をもった理解につなげる指導の工夫をする 

○　学習したことが自然の中で成り立つことに気付いたり，生活の中で役立てられていることを確か

理
科
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めたりしながら，問題解決の過程を通して児童が納得をもって理解できるようにする。
○　地域教材を扱うときは，できるだけ地域の自然と触れ合える学習活動を取り入れ，地域理解を深
め，地域の自然への関心を高めるようにする。
○　自然環境を大切にし，その保全を考えた学習や環境への負荷に留意した学習の充実を図る。
○　指導内容に応じてコンピュータや視聴覚機器などを用い，動画や静止画等のメディア教材と観察・
実験を組み合わせ，一層の理解を図る。
○　生命の神秘を感じとり，自然を愛する心情や真理を大切にしようとする態度をはぐくむことなど，
理科の目標と道徳教育との関連を意識させる。

4　問題解決の過程における評価の工夫（第 3学年「風やゴムの働き」の例）

理科の学習は，主体的な問題解決の活動を重視する。そのような活動の中で適切な評価規準を設
定し，児童にどのような力を育んでいくのかを明確にする。
ここでは，第 3学年 A（2）「風やゴムの働き」の単元の評価規準の設定例を示す。
①　関心・意欲・態度　1回目
・風やゴムの力を働かせたときの現象に興味・関心をもち，進んで風やゴムの働きを調べようと
し，問題を見いだそうとしている。
②　思考・表現　1回目
・風を当てたときの物の動く様子や，ゴムを引っぱったり，ねじったりしたときの物の動く様子
を比較して，それらについて予想や仮説をもち，表現している。
③　技能
・風を受けたときやゴムを働かせたときの現象の違いについて，手ごたえなどの体感を基にしな
がら調べ，その過程や結果を記録している。
・送風機やゴムを適切に使って，安全に実験をしている。
④　思考・表現　2回目
・風を当てたときの物の動く様子や，ゴムを引っぱったり，ねじったりしたときの物の動く様子
を比較して，それらを考察し，自分の考えを表現している。
⑤　知識・理解
・風の力は，物を動かすことができることを理解している。
・ゴムの力は，物を動かすことができることを理解している。
⑥　関心・意欲・態度　2回目
・風やゴムの力の働きを活用してものづくりをしたり，その働きを利用した物を見付けたりしよ
うとしている。

気づき・疑問 考察

関心・意欲・態度
1回目

関心・意欲・態度
2回目

知識・理解思考・表現
1回目

思考・表現
2回目

技能

評価の観点

現
　
象

事
　
象

問
　
題

計
　
画

結
　
果

結
　
論

予
　
想

仮
　
説

実
　
験

観
　
察

理
科
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5　評価規準と本時の展開例

1）単元名　第 6学年「土地のつくりと変化」全 12時間

2）単元のねらい

土地やその中に含まれる物を関係付けて，土地のつくりと変化について推論する能力を育てる
とともに，それらについての理解を図り，土地のつくりと変化についての考えをもつことができ
るようにする。

3）単元の評価規準

【本単元の評価規準の設定例】
自然事象への
関心・意欲・態度

科学的な思考・表現 観察・実験の技能
自然事象についての

知識・理解

①　身の回りの土地や
その中に含まれる
物，土地の変化と自
然災害との関係など
に興味・関心をもち，
自ら土地のつくりと
変化の様子を調べよ
うとしている。
②　土地をつくったり
変化させたりする自
然の力の大きさを感
じ，生活している地
域の特性を見直そう
としている。

①　土地の様子や構成物
などから，土地のつく
りと変化のきまりにつ
いて予想や仮説をも
ち，推論しながら追究
し，表現している。
②　土地のつくりや変化
の様子について数地点
の土地の構成物を関係
付けて調べ，自ら調べ
た結果と予想や仮説を
照らし合わせて推論
し，自分の考えを表現
している。

①　ボーリングの資料や
映像資料などを活用し
たり，安全に野外観察
を行ったりしながら，
土地のつくりと変化の
様子について工夫して
調べている。
②　土地のつくりと変化
の様子を調べ，その過
程や結果を記録してい
る。

①　土地は，礫，砂，粘土，
火山の噴火によって噴
出した火山灰及び岩石
からできており，層を
つくって広がっている
ものがあることを理解
している。
②　地層は，流れる水の働
きによってでき，化石が
含まれているものがある
ことを理解している。
③　土地は，火山の噴火
や地震によって変化す
ることを理解している。

4）単元指導計画と評価計画（全 12時間）
時 学習活動 教師の支援・留意点 評価規準及び評価方法

第
一
次
　
　

1
時
間

＜活動のきっかけ＞
○　古代出雲国の地図等を観察して，ど
のような自然の働きによって斐川平野
の地形変化が起こったのか予想する。

○　地形変化が起きる要因を話し合
い，自分の考えをまとめる。
○　航空写真等から，上流では侵食の
働きがよく見られ，下流では堆積の
働きがよく見られることを観察す
る。

◇　「流水の働き」の侵食・運搬・堆積
の三作用について想起し，土地ので
き方と河川の関係を大きな時間の流
れと範囲でとらえられるようにする。

◇　「流水の働き」の作用による川の
様子の違いをとらえるようにする。
◇　「流水の働き」の学習経験を想起
させ，地形変化が起きるためには，
どのような要因が考えられるか話し
合わせる。

関心・意欲・態度①
発言分析・記録分析

（問題）はじめは宍道湖だった斐川地域は，どのようにして斐川平野になったのだろうか。

指  児童が主体的に問題解決の活動を進めら
れるように，問題を見いだす状況や問題解決
に対する見通しを意識する場面をつくる。

（見方や考え方）はじめは宍道湖だった斐川地域は，斐伊川の流水の働きの堆積作用によ
り陸地が広がり，平野となった。

評  児童が意欲をもっ
て主体的に学習に取り
組もうとする動機付け
となるように配慮する
とともに，実際の自然
や生活と関連づけよう
とする行動の中でとら
える。
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第
二
次
　
　

4
時
間

＜活動のきっかけ＞
○　校区の土地のおいたちを様々な資
料を基に調べる。

○　土地のおいたちについて予想し，
調べる方法を話し合って学習計画を
たてる。
○　土地はどのような物でできている
のか，資料を調べる。
○　学校から校区を見たり，校区の鳥
瞰写真（または，地形図）を観察し
たりすることにより，地形の特徴を
見つける。
○　火山の働きでできた地層の特徴を
調べる。
○　地形の特徴や地層を観察し，土地
のでき方について考えたことを表現
する。

◇　校区の土地は太古から様々な自然
の力で変化をしながら現在に至って
いることをとらえさせる。

◇普段の生活の中で感じている地形の
様子について話し合わせる。
◇第一次の学習を想起させ，地形の変
化の様子とその要因を話し合わせる。
◇調べる計画を立てられるように支援
する。
◇適切な野外観察ができるように支援
する。
　（野外の露頭観察の指導内容例）
・地層は，各地点を連ねるように広が
りをもって分布している。

・地層は，幾重にも層状に重なって下
の層ほど古い。（地層累重の法則）
・穴のあいた石や火山灰，れき岩，砂
岩，泥岩の特徴。
・実体顕微鏡，解剖顕微鏡，ルーペ等
の使用方法。
・保護眼鏡の使用等の安全指導。
◇　火山の活動については，視聴覚教
材等も活用する。
◇　観察の結果から校区の土地のでき
方をワークシートに記述し，説明さ
せるようにする。

関心・意欲・態度②
発言分析・記録分析

思考・表現①
記述の分析

技能②
行動観察・記録分析

思考・表現②
記述の分析
知識・理解①
記述の分析

第
三
次
　
　

4
時
間

＜活動のきっかけ＞
○　私たちのまちの土地のおいたちを
ボーリングの資料等を基に調べる。

○　土地のおいたちについて予想し，
調べる方法を話し合って学習計画を
たてる。
○　水の働きでできた地層や岩石の特
徴を調べる。
○　水の働きでできる地層のモデル実
験を通して調べる。
○　地層やボーリングの資料を観察
し，土地のでき方を表現する。

◇　地域のボーリングの資料を用意
し，土地の構成物を調べられるよう
にする。
　（ボーリングの資料と関連付ける内容）
・堆積実験装置等を使ったモデル実験
による地層のでき方。
・水の働きでできた地層が地上に出る
様子。
・化石のでき方

関心・意欲・態度②
発言分析・記録分析

思考・表現②
記述の分析
（紙芝居）
知識・理解②
記述の分析

技能①
行動観察・記録分析

思考・表現②
記述の分析
（紙芝居）

（見方や考え方）土地は，火山灰及び岩石からできており，層をつくって広がっているもの
がある。また，流水の働きで地形変化を起こすこともある。

（見方や考え方）土地は，れき・砂・泥等の岩石や地層からできており，流水の働きによっ
てできた地層には，化石が含まれるものがある。

評  基礎的・基本的な
知識技能を活用しつ
つ，内容に即して思考
したことを，説明，記
述などといった言語活
動等の様子から分析す
る。

（問題）校区の土地は，どのようにしてできたのだろうか。

（問題）私たちのまちの土地は，どのようにしてできたのだろうか。

指  できるだけ地域の自然と触れ合える
学習活動を取り入れることで，地域理解
を深め，地域の自然への関心を高めるよ
うにする。

指  考察場面において，個人又はグルー
プで観察した結果を絵や図等に整理・処
理させるなど，ワークシート等を使用し
て表現させ，言語活動の充実を図る。

指  児童が自らの諸感覚を働かせて観察
できるように助言したり，観察した結果
を記録し，自分の考えを整理できるよう
なワークシートの工夫をしたりする。

評  器具や機器などを
目的に応じて工夫して
扱っているか観察する。

評  習得すべき知識や
概念を整理し，それに
ついての考えをもって
いるか分析する。

評  推論して調べたこ
とを文字や記号として
の表現ばかりでなく，
イメージ図や立体的な
モデルを用いさせ，そ
の発言や記述の中から
とらえるようにする。

理
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第
四
次
　
　

3
時
間

＜活動のきっかけ＞
○　火山や地震による土地の変化を調
べる。

○　土地のつくりや変化についてまと
め，自分の住んでいる地域や特徴的
な事例について説明する。

・火山や地震による土地の変化の様子
について視聴覚教材等により指導す
る。

◇　学習内容をもとに自分の住んでい
る地域や特徴的な事例を例にしなが
ら土地のつくりや変化の様子につい
て説明活動をさせる。

関心・意欲・態度①
発言分析・記録分析

知識・理解③
記述の分析

5）本時の学習（第三次　8，9時）

①　本時のねらい
土地やその中に含まれる物の様子を調べる工夫をし，ルーペ（解剖顕微鏡）などを適切に使って
観察するとともに，土地のつくりと土地のでき方について，観察や実験の結果と予想や仮説を照ら
し合わせて考察し，自分の考えを表現することができる。【科学的な思考・表現】【観察・実験の技能】
②　本時の展開

主な学習活動 教師の支援　◇　　　評価　☆

＜活動のきっかけ＞
○　私たちのまちの土地のおいたちを調べる。

○　学校のまわりの地下の様子を予想する。
○　ボーリングの資料を諸感覚をつかって観察
する。

【諸感覚をつかった観察の視点】
　におい，色，手ざわり，硬さ，音
【分析的な観察】
　粒の大きさ・形，化石，土砂中の水分
【児童の予想される推論】
・化石片のある資料を取り出して，ルーペ等で
観察し，貝殻等の生物の化石が含まれている
ことから，湖や海の底で堆積したのだろう。
・粘土のような細かい粒の層があることから，
海や湖の底のような流れのない環境で堆積し
たのだろう。
・砂のようなやや細かい粒の層があることか
ら，河口付近で堆積したのだろう。
・れきのような粗い粒の層があることから，中
流域のような流れのある環境で堆積したのだ
ろう。
・資料中のれきの様子をルーペ等で観察し，角
がとれて，丸みを帯びている川原のれきと似
ていることから，川原で堆積したのだろう。

◇　校区の土地のつくりと変化については，既習内容とし
て習得しているので，それを活用して考えるように支援
する。

◇　下にある地層が古く，上にある地層が新しいことを確
認する。
◇　資料中の土砂の呼称（れき，砂，泥）を指導し，粒の
大きさを比較しながら調べさせる。
◇　ルーペ，解剖顕微鏡等の観察器具の使用方法を指導す
る。
◇　岩石をハンマーで割る時には，安全眼鏡をかけるとと
もに，飛び散らない等，慎重に観察するように指導する。

◇　ボーリングの資料の判別についてグループでばらつき
がある場合は，多面的に判別するよう支援する。
◇　砂，粘土等の粒の大きさが異なる資料は，メスシリン
ダーの中で撹拌・沈殿するなどのモデル実験を通して，
大きい粒の上に小さい粒が積み重なることが理解できる
ようにする。
☆　技能①　諸感覚をつかってボーリングの資料の様子を
観察し，ルーペや解剖顕微鏡等を適切に使って，資料の
判別をしている。＜行動観察＞

◇　まわりのポイントでのボーリングの資料が同じような
地層の順になっていることから，地層は広がりがあるこ
とを指導する。複数のポイントの資料がない場合は，地
域の柱状地盤図を利用して理解できるようにする。
◇　私たちの土地のでき方については，ワークシート（紙
芝居形式等）に記入させて，児童の考えを記述説明させ
る。

（問題）火山の噴火や地震によってどのようなことが起きるのだろうか。

（見方や考え方）土地は，火山や地震によって大きく変化することがある。

指  コンピュータ
や視聴覚機器など
を用い，動画や静
止画と既習の学習
内容を組み合わせ
理解が深まるよう
にする。

（問題）　私たちのまちの土地は，どのようにしてできたのだろうか。
理
科
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・1つの層の中で，大きい粒上に小さい粒のも
のが積み重なっていることから，一度にいろ
いろな大きさの土砂が流されてきて，堆積し
たのだろう。

☆　思考・表現②　土地のつくりと変化について，観察や
実験の結果と予想や仮説を照らし合わせて考察し，自分
の考えを表現している。

＜記述分析＞

③　本時の評価
十分満足できると判断される

児童の具体例
おおむね満足できると判断される

児童の具体例
支援を必要とする児童への

指導の手立て

科学的な
思考・表現

土地のつくりと変化につい
て，観察や実験の結果と予
想や仮説を照らし合わせて
考察し，イメージ図や立体
的なモデルを用いながら自
分の考えを表現している。

土地のつくりと変化につい
て，観察や実験の結果と予
想や仮説を照らし合わせて
考察し，自分の考えを表現
している。

土地のつくりと変化につい
て，観察や実験の結果と流
水の働きによる堆積の様子
の関係を整理できるように
支援する。

観察・実験の
技能

ボーリングの資料の様子を
ルーペや解剖顕微鏡等を適
切に使い，諸感覚を通して
得た情報と関連付けて，資
料の判別をしている。

ボーリングの資料の様子を
ルーペや解剖顕微鏡等を適
切に使って，資料の判別を
している。

動画や静止画を使用して
ボーリングの資料の様子を
説明し，ルーペや解剖顕微
鏡等を適切に使って，資料
の判別ができるように支援
する。

指  考察をまとめる際のポイント
○　実験データを適切に反映させて考察できるよ
うにする。

○　論理的に矛盾や飛躍がないように，1つの実
験結果だけで結論づけるのではなく，複数の実
験結果から多面的に考察し結論を導き出すよう
にする。

○　実験結果から考察した結論を相手にわかりや
すく表現できるようにする。例えば，モデル図
や絵，グラフなどの相手の理解を促す表現方法
を用いるようにすることが必要である。

評  土地やその中に含まれる物を関係付けて，土地のつくり
と土地のでき方について推論する能力と，考えたことを適切
な言語や図などを使って分かりやすく表現する力を，児童の
記述したワークシートから記録分析をして，評価する。

（見方や考え方）
土地は，れき・砂・泥等の岩石や地層からできており，流水の働きによってできた地層には，化石が含まれるものがある。

理
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生活
1　目標

具体的な活動や体験を通して，自分と身近な人々，社会及び自然とのかかわりに関心をもち，自
分自身や自分の生活について考えさせるとともに，その過程において生活上必要な習慣や技能を身
に付けさせ，自立への基礎を養う。

2　評価の観点及びその趣旨

観
点

生活への
関心・意欲・態度

活動や体験についての
思考・表現

身近な環境や
自分についての気付き

趣
　
旨

身近な環境や自分自身に関心を
もち，進んでそれらとかかわり，
楽しく学習したり，生活したり
しようとする。

具体的な活動や体験について，
自分なりに考えたり，工夫した
りして，それをすなおに表現し
ている。

具体的な活動や体験によって，
自分と身近な人，社会，自然と
のかかわり及び自分自身のよさ
などに気付いている。

3　改訂の要点

○　気付きを基に考えたりすることなど，気付きを質的に高める観点から，活動や体験を一層充実す
るための学習活動を重視する。
○　児童を取り巻く環境の変化を考慮し，安全教育に関する内容を充実するとともに，自然のすばら
しさ，生命の尊さを実感する指導を充実する。
○　地域の出来事などを身近な人々と伝え合う活動を行い，人とかかわる楽しさが分かり，進んで交
流できるようにする。

4　評価規準と本時の展開例

1）評価規準設定上の配慮事項

1内容で 1単元を構成する場合，該当となる「評価規準に盛り込むべき事項」を参考にしながら
単元の評価規準を作成するとともに，「評価規準の設定例」を参考にしながら，学習対象や学習内
容に応じて，学習活動（小単元）における具体の評価規準を作成する。
また，複数内容で 1単元を構成する場合は，該当となる「評価規準に盛り込むべき事項」「評価
規準の設定例」を参考にしながら，学習活動（小単元）における具体の評価規準までを作成する。
その際，大きく 2つの型が考えられる。
モザイク型…「評価規準の設定例」の中から必要なものを選んだり，順序を入れ替えたりするな
ど，当てはまる方を選び出して，モザイクのように設定する手法。
融合型…「評価規準の設定例」を参考に，単元の目標との一貫性，整合性を保ちながら，複数内
容を組み合わせたり，融合させたりして設定する手法。

生
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2）単元名　「大好き　わたしの町」（町たんけんⅡ　わたしの町ではたらく人）

3）単元のねらい

・自分たちの生活や地域の出来事を身近な人々と伝え合うことに関心をもち，進んで交流しようと
する。【生活への関心・意欲・態度】

・働く人に進んでかかわることによって地域の人に親しみを感じ，活動を通して気付いたことなど
を工夫してまとめたり伝えたりする。【活動や体験についての思考・表現】
・町たんけんをしたり，地域の人と交流したりする活動を通して，自分の生活が地域の人や場所とか
かわっていることや地域の人とかかわる楽しさに気付く。【身近な環境や自分についての気付き】

4）単元指導計画と評価計画（全 18時間）
単元の評価規準 生活への

関心・意欲・態度
活動や体験についての

思考・表現
身近な環境や

自分についての気付き小単元の評価規準

単元の評価規準 地域の人や場所，それら
とのかかわりに関心をも
ち，進んで交流したり適
切に接したりしようとし
ている。

地域の人々と交流し適切
に接することについて，
相手や場に応じた行動を
考えたり，わかりやすい
伝え方を工夫したりして
表している。

地域の人や場所が自分の
生活を支えていることや
伝え合う楽しさが分か
り，それらができるよう
になった自分に気付いて
いる。

第 1次 
 町たんけんをしよう。
（はたらく人たんけん）

8時間
本時「おとうふを買い
に行こう」4，5／ 8

地域の人々や様々な場所
に関心をもってかかわろ
うとしている。

相手や場に応じた行動に
ついて考え，活動の計画
を立てたり，約束を決め
たりしている。

地域には様々な仕事があ
り，それらの仕事に携
わっている人がいること
に気付いている。

第 2次
○○豆腐店のおとうふ
で，おみそ汁をつくろ
う。

2時間

調べたり，作ったりする
などの活動や，家庭，地
域における自分の生活に
ついて自分なりに考えて
いる。

地域で生活したり働いた
りしている人々や様々な
場所が，自分たちの生活
を支えていることに気付
いている。

第 3次
町の名人さんを見つ
け，名人のなるほどを
たくさん見つけて，ま
とめよう。

6時間

伝えたいことを見付けた
り，集めたりしようとし
ている。

活動したことをもとに，
比べたり，たとえたりし
て，わかりやすい伝え方
を工夫している。

指  内容（3）「地域と生活」（8）「身近な人々との伝え合い」で構成するモザイク型を意識した単元。

評  他の観点の重点化を
図るため，枠を全て埋め
る必要はない。

評  第 1次，第 2次は，内容（3）に重点を置く。町探検を通して，地域の人や様々な場所が自分たちの生活を支
えていることに気付くことが大切になるので，「気付き」の評価規準を重視する。

指  かく活動として，
・伝えたいことを絵や紙芝居などにまとめる。
・時間を追った流れ図を作る。
・説明する内容を文章にまとめる。
・招待状や案内状を作成する。
・感謝の気持ちを手紙にする。
　などを取り入れる。

指  児童一人一人が，地域で
働くと交流したり，調べたり
していく。豆腐屋さんとの活
動をもとに，比べたり，たと
えたりするなどの多様な学習
活動を工夫する。

生
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第 4次
なるほど発表会をしよ
う。

2時間

地域の人々と楽しく伝え
合い，繰り返し交流しよ
うとしている。

好きになった場所や親し
くなった人々などのこと
を振り返り，自分なりの
方法で表している。

5）本時の活動　（第 1次，第 4，5時）

①　本時のねらい
買い物の体験を通して，木綿豆腐と絹ごし豆腐に出会い，豆腐や，豆腐屋さんで働く人々につい
て調べようとする意欲を高める。　　　　　　　　　　　　　【生活への関心・意欲・態度】

②　本時の展開
学習場面と児童の取組 教師の支援○と評価☆

（第 4時）
1．

 「おさいふの準備は，ばっちりだ。」
 「お店の人にどう言うか考えているよ。」

2．○○豆腐店でおとうふを買おう。
 「どのお豆腐を買っていいのか，わからない
よう。困ったな。」

○　探検活動と買い物活動の準備と約束（マナーなど）を
確認する。
○　たんけんマップや写真を用いて目的地の豆腐屋さんを
確認する。あわせて途中のお店なども確認しておく。

☆　買い物をする場面において，お店の人と意欲的にかか
わろうとしている。

○　「よく調べてからもう一度来よう。」と声がけし，帰校
後の調べる活動につながるようにする。
○　どちらも買って帰りたいといったアイデアが児童から
出たら，認め，帰校後の活動に活用する。

（第 5時）
3．木綿豆腐と絹ごし豆腐や豆腐屋さんについ
て調べよう。
 「本で調べよう。」
 「お家の人に聞いてみよう。」
 「給食の先生にも聞いてみよう。」
 「上級生に聞いてみよう。」
 「もっととうふについて知りたいな。」
 「おとうふやさんはほかにどんなことをがん
ばっているのかな。」

○　買うことはできなかったが，買い物をすること自体は
上手にできたと認め，気持ちよく調べる活動に取りかか
ることができるようにする。
☆　調べようとする意欲を高め，どのように調べていくの
かという見通しをもっている。
○　豆腐の作り方を中心に，「豆腐屋さんで働く人は，何
時頃から仕事をしておられるのかな。」などと問いかけ，
調べる対象が働く人にも向くようにする。

指  話す活動として，
・活動の感想，
・お客様へのインタビュー
など、自分の思いを相手に話すととも
に、相手のことを尊重したコミュニ
ケーション活動が行えるようにする。

評  第 3次，第 4次は，内容（8）
に重点を置く。発表会準備・開催の
活動を通して，伝え合い，地域の人
と楽しく交流するためにどうするか
を考えることが大切になるので，「思
考・表現」の評価規準を重視する。

○○豆腐店におみそ汁で使うおとうふを買いに
行こう。

指  みそ汁を自分たちで作って食べる活動を取り
入れることによって，働くことを体験的に理解す
ると共に，自分たちのくらしが，家族，学校，地
域の人々と結びつき，支えられていることを実感
的に理解させる。

指  これから繰り返し訪問する際に，他のお店な
どの地域理解が進むよう，学校から少し離れたお
店を追究対象として設定する。

指  調べようとする意欲を高めるために，お店の
人の協力を仰ぎ，木綿と絹ごしのどちらを買うか
迷う場面をつくり出す。

評  今後の言語活動の充実を図るために，児童の
取組を肯定的に評価する評価言を大切にする。

生
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4．ふりかえりをしよう。 ○　教師がとらえた児童のよい取組を具体的に紹介し，次
時へのさらなる意欲化を図る。

③　本時の評価（おおむね満足できると判断される児童の具体例）
・豆腐屋さんで売られている木綿豆腐，絹ごし豆腐を知り，どう違うのかという疑問意識をもち，
くわしく調べようとしている。

〔支援が必要とされる児童への指導の手だて〕
・みそ汁づくりに対する不安を取り除くと同時に，食べることへの期待感を高める言葉がけをする。
・木綿豆腐，絹ごし豆腐についてわかったことを箇条書きで書き上げる活動に誘いかけ，教師もと
もに活動する。

生
活
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音楽
1　教科目標

表現及び鑑賞の活動を通して，音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を育てるとともに，音楽
活動の基礎的な能力を培い，豊かな情操を養う。

2　評価の観点及びその趣旨等

（1）改訂の概要について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ［表 1］

観点
ア）音楽への
関心・意欲・態度

イ）音楽表現の創意工夫 ウ）音楽表現の技能 エ）鑑賞の能力

趣旨

音楽に親しみ，音や
音楽に対する関心を
もち，音楽表現や鑑
賞の学習に自ら取り
組もうとする。

音楽を形づくっている要
素を聴き取り，それらの
働きが生み出すよさや面
白さなどを感じ取りなが
ら，音楽表現を工夫し，ど
のように表すかについて
思いや意図をもっている。

音楽表現をするため
の基礎的な技能を身
に付け，歌ったり，
楽器を演奏したり，
音楽をつくったりし
ている。

音楽を形づくっている
要素を聴き取り，それら
の働きが生み出すよさ
や面白さなどを感じ取り
ながら，楽曲の特徴や演
奏のよさなどを考え，味
わって聴いている。

A表現 ○ ○ ○

B鑑賞 ○ ○
（太斜線は改訂で「鑑賞の能力」に移された部分）

※　新しい評価の観点「音楽表現の創意工夫」「音楽表現の技能」の「音楽表現」は，「A表現」の「歌唱」「器
楽」「音楽づくり」などの諸活動を指すものとして，従前の「表現」から名称が変更になった。なお，「思
考・判断・表現」の「表現」は，すべての教科に共通して位置付けられた言語活動を行う学習の場
面において，思考・判断したことを顕在化する意味で用いることが大切である。
※　観点イ「音楽表現の創意工夫」及び観点エ「鑑賞の能力」では，発想や構想に基づき創意工夫し
て表現することや，鑑賞した楽曲のよさを考え，味わうことなど，「聴き取ること」と「感じ取ること」
をかかわらせた学習展開を構築することが大切である。（表 1：趣旨の前半部分を参照）
　　このことは音楽科の学習に即した思考力や判断力をはぐくむことにつながるため，これからの学
習指導においても引き続いて留意する。
※　音楽科において，観点ウ「音楽表現の技能」を評価するに当たっては，特に「技能」に関する観
点（表 1の観点「音楽表現の技能」）と，「音楽表現を創意工夫する」観点（同「音楽表現の創意工夫」）
とに分けて評価する。また，観点エ「鑑賞の能力」を評価するに当たっては，特に「聴き取ること（知
覚）・感じ取ること（感受）」に関する観点（従前では観点イ「音楽的な感受」）と，「自分なりに評
価したり価値を考えたりする能力」に関する観点（従前では観点エ「鑑賞の能力」）とに分けて評
価していたものを，関連させ一体的に捉える。

（2）趣旨について

※　観点ア「音楽への関心・意欲・態度」については，学習内容としての音や音楽に対する関心や音
楽活動への主体的な取組を評価することが趣旨となる。　
※　新学習指導要領では，〔共通事項〕を手がかりとした学習を支えにしながら，思考・判断する力
の育成を重視している。そして，〔共通事項〕のアにかかわる評価は，表現活動では観点イ「音楽

音
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表現の創意工夫」で，また，鑑賞活動では，観点エ「鑑賞の能力」の中で評価することに留意する。
（表 1：趣旨の前半部分を参照）
※　今回の改訂では，従前の観点イで示されていた『音楽的な感受』という文言が消えたが，評価を
しないということではない。『音楽的な感受』の部分については，新しい評価の観点イ「音楽表現
の創意工夫（A表現）」と，観点エ「鑑賞の能力（B鑑賞）」のそれぞれにおいて，〔共通事項〕を
学習の手がかりとして，適切な学習指導とその評価の実施が求められる。（図 1を参照）

（3）実際の評価に当たっての配慮事項について　　　　　　　　　　　　　　［図 1］

・『音楽的な感受』は，「音楽表現の創意工夫」と「鑑賞の能力」に共通して位置付けられ，「A表現」
及び「B鑑賞」それぞれの学習を支えるとともに，両領域の関連を図る上でも鍵となる。

・「A表現」の学習では，  で示したように，「音楽表現の創意工夫」に係る学力と「音楽表現の技能」
に係る学力を相互にかかわらせながら伸ばしていくことに留意する。

Ｂ鑑賞Ａ表現（歌唱・器楽・音楽づくり）

音楽への関心・意欲・態度

この観点では，音楽に親しみ，音や音楽に対する関心をもち，音楽表現や鑑賞の学習に自ら取り組むよう
に指導し，その状況を評価する。
例えば，「リコーダーの音色と旋律の音のつながり方に関心をもち，それらを生かして表現する活動に自ら

取り組もうとしている。」といったように，学習の対象を明確にし，それに対する関心と主体的な取組の状況
を把握していくようにする。

音楽表現の技能

この観点では，音楽表現をするための基礎的な技能を身に付け，歌った
り，楽器を演奏したり，音楽をつくったりするように指導し，その状況を
評価する。
その際に，技能の習得が，観点イ「音楽表現の創意工夫」と関連しながら，

子どもの思いや意図とする表現を実現するために行われている状況を把握
していくようにする。

鑑賞の能力

この観点では，音
楽を形づくっている
要素を聴き取り，そ
れらの働きが生み出
すよさや面白さを感
じ取りながら楽曲の
特徴や演奏のよさを
考え，味わって聴く
ように指導し，その
状況を評価する。
今回の改訂では，

従前の評価の観点で
ある「音楽的な感受
や表現の工夫」のう
ち，「音楽的な感受」
で見ていた学力も，
この観点に含めて評
価する。

音楽表現の創意工夫

この観点では，音楽を形づくっている要素を聴き取り，それらの働きが
生み出すよさや面白さなどを感じ取りながら，音楽表現を工夫し，どのよ
うに表したいかについて思いや意図をもつように指導し，その状況を評価
する。従前の「音楽的な感受や表現の工夫」の観点を踏襲している。
学習指導要領で大切にしている，「どのように音楽表現したいかについ

て思考・判断すること」と結び付くように〔共通事項〕を扱う。そして，
音楽的な感受に基づきながら創意工夫して「このように歌いたい，演奏し
たい，つくりたい」といった思いや意図を実現しようとしている状況を把
握していくようにする。

『音楽的な感受』（〔共通事項〕の事項ア）
音楽を形づくっている要素を聴き取り，

それらの働きが生み出すよさや面白さ，美しさを感じ取ること。

音
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・「音楽への関心・意欲・態度」は，他の三つの観点と密接に結び付いている。歌ったり，楽器を演
奏したり，音楽づくりをしたりする表現の活動や，音楽を聴いて，よさや美しさを味わう鑑賞の活
動を通して，学習内容に関心をもち，主体的に学習に取り組もうとする意欲や態度をはぐくむこと
が求められる。

3　改訂の要点

○　指導のねらいを一層明確にするとともに，音や音楽から聴き取り感じ取ったことを基に，思考・
判断し表現したり，味わったことを人に伝えたりする一連の学習過程を重視する。
○　音楽科の学習内容は，表現領域（「歌唱」，「器楽」，「音楽づくり」の三分野），鑑賞領域及び〔共
通事項〕で構成されている。その中の〔共通事項〕については，音楽を特徴付けている要素や音楽
の仕組みを聴き取り，それらの働きによって生み出される音楽的な面白さやよさを感じ取ることや，
音楽に関する用語や記号などを音楽活動と関連付けながら理解できるように指導する。
○　表現と鑑賞との関連を図った題材を構成する際には，表現活動と鑑賞活動の両方に共通して重点
的に指導する学習内容を〔共通事項〕から精選して位置付ける。
○　「音楽づくり」については，生活の中にある音に耳を傾けたり様々な音を探したり音をつくった
りして音の面白さに気付くとともに，音を音楽へと構成する音楽の諸要素や音楽の仕組みの面白さ
に触れるようにする。
○　鑑賞領域については，音楽を特徴付けている要素や音楽の仕組みを聴き取れるようにし，それに
よって音楽の面白さやよさ，美しさを感じ取ることができるようにする。
○　楽曲や演奏の楽しさに気付いたり，楽曲の特徴や演奏のよさに気付いたり理解したりする能力を
高められるよう，音楽にかかわる用語等を適切に用いながら，自分の感じ取ったことを言葉で表す
など，音楽科の学習に即した言葉の活用を重視する。

4　評価規準と本時の展開例

【対象学年：第 4学年】

1）題材名

呼びかけ合うフレーズの面白さを味わおう　～問いと答えの仕組みに注目して～

2）題材の目標

問いと答えの仕組みに関心をもって，旋律が模倣している仕組みを聴き取り，それによって生み
出される曲想を感じ取りながら歌ったり鑑賞したりする活動を通して，旋律の歌い方を工夫したり，
音楽のよさを味わったりする能力を育てる。

3）学習指導要領とのかかわり

・本題材で指導する事項：A表現（1）イ，ウ　B鑑賞（1）ア，イ，ウ
・本題材で指導する内容：〔共通事項〕問いと答え，強弱，旋律，フレーズ

4）教材

・「とんび」（葛原しげる 作詞／梁田　貞 作曲／石桁冬樹 編曲）
・「バイオリン協奏曲『四季』から 春（第 1楽章）」（A．ヴィヴァルディ 作曲）

音
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5）評価規準

①　領域・分野と評価の観点との関連
評価の観点

領域・分野
ア）音楽への
関心・意欲・態度 イ）音楽表現の創意工夫 ウ）音楽表現の技能 エ）鑑賞の能力

A・歌唱 ○ ○ ○

A・器楽

A・音楽づくり

B・鑑賞 ○ ○

②　題材の評価規準と単位時間における具体的な評価規準
ア）音楽への
関心・意欲・態度 イ）音楽表現の創意工夫 ウ）音楽表現の技能 エ）鑑賞の能力

題
材
の
評
価
規
準

歌詞の表す様子や問い
と答えの特徴が生かさ
れた曲想に関心をもっ
て，音楽表現を工夫し
て歌ったり，曲想を感
じ取ったりする学習に
主体的に取り組もうと
している。

問いと答えや旋律の特
徴を聴き取って，それ
らの働きによって生み
出される曲想を感じ取
り，どのように表現す
るか，思いや意図を
もって音楽表現を工夫
している。

楽曲全体を通して感じ
取った曲想を生かしな
がら歌っている。

問いと答えによる仕組
みを聴き取り，それら
の働きによって生み出
すよさや面白さを感じ
取り，楽曲の特徴を味
わって聴いている。

具
体
的
な
評
価
規
準

①　〈こだま〉のよう
に呼びかけ合う問い
と答えの仕組みに関
心をもって聴いてい
る。（鑑賞）

②　「とんび」の歌詞
の表す様子と曲想の
かかわりに関心を
もって進んで歌おう
としている。（歌唱）

①　問いと答えの仕組
みを聴き取り，その
働きによって生み出
される曲想を感じ取
り，強弱を手がかりに
しながら思いや意図
をもって歌唱表現を
工夫している。（歌唱）

②　第 1，2，4フレー
ズの旋律を聴き取
り，その働きによっ
て生み出される曲想
を感じ取り，強弱を
手がかりにしながら
思いや意図をもって
歌唱表現を工夫して
いる。（歌唱）

①　強弱による抑揚や
フレーズ感を出すた
めに，呼吸の仕方に
気を付けながら，曲
想にふさわしい表現
で歌っている。（歌
唱）

①　問いと答えの仕組
みを聴き取り，その
働きによって生み出
される面白さを感じ
取っている。（鑑賞）

②　問いと答えによっ
て生み出された曲想
について，想像した
ことを理由と共に言
葉で表すなど，楽曲
の特徴のよさを味
わっている。（鑑賞）

6）指導と評価計画（全 6時間）
次 時 ねらい ○学習内容　・学習活動 評価 評価方法

第
一
次

1

問いと答えの仕
組みによって
〈こだま〉する
ような旋律に関
心をもって，そ
の面白さを感じ
取ることができ
るようにする。

○　「バイオリン協奏曲『四季』から 春（第 1楽章）」の，旋
律が問いと答え（模倣）になっている箇所を聴き取り，そ
の仕組みで構成されている音楽のよさや面白さを感じ取る。
・楽曲の冒頭部分を，体を動かす活動を取り入れなが
ら繰り返し聴き，問いと答えの箇所に気付く。
・〈こだま〉するように模倣されている旋律を聴き取り，
感じ取った情景についてワークシートに記入する。
・問いと答えの箇所で，各自が気付いたことや感じ取っ
たことをグループ内で発表し，クラス全体で共有する。

○　学習の振り返りをする。

ア①
エ①

発言の内容
ワークシー
トの記述

評  各学校において具体的な評価
規準を設定する場合には，指導の
ねらい，教材の特徴，学習活動を
考慮するなどして，実際の学習活
動に即した評価規準を設定する。

評  従前の観点イで見
取っていた「音楽的な感
受」の部分を，観点エで
評価する。

評  観点エ①で見取ったことに基づきながら楽曲の特
徴等について味わって聴くように指導を工夫する。

評  観点別に評価を行う際には，配当時間内におけるバランスを考慮する
とともに，1単位時間に設定する評価規準を 1～ 2つに絞るなど，効果的・
効率的に評価ができるように配慮する。

指  聴き取ったこ
とと，感じ取った
ことを分けて書け
るようにワーク
シートを工夫す
る。
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第
二
次

2

歌詞の表す様子
や曲想に関心を
もって進んで歌
うことができる
ようにする。

○　「とんび」を聴いて，とんびが飛んでいる様子を想像する。
・範唱 CDを聴いて，気付いたことや感じたことを
発表する。
・歌詞を読んだり，とんびの写真を見たりして，イメー
ジしたことをワークシートに記入する。

○　ワークシートに記入したことを意識しながら旋律を歌う。
・音高やリズムに気を付けて，楽譜を見ながら歌詞唱
をする。

○　学習の振り返りをする。

ア② 発言の内容
演奏の聴取
ワークシー
トの記述

第
二
次

3
（
本
時
）

問いと答えによ
る仕組みを生か
しながら，強弱
を手がかりにし
て，曲想にふさ
わしい歌い方を
工夫することが
できるようにす
る。

○　「とんび」の歌詞の表す様子を生かしながら，曲想
にふさわしい表現を工夫する。
・とんびの様子からイメージしたことをグループで共
有する。（前時のワークシートを参考にする。）

・第 3フレーズの「ピンヨロ」の問いと答えの部分
に着目し，どのようなとんびの様子が表現されてい
るかを考える。
・各自が考えた様子をグループで共有し，どのように
歌うとよいかについて，強弱を手がかりにしながら
表現を工夫する。
・学習した表現を生かして，みんなで「とんび」を歌う。
○　学習の振り返りをする。

イ① 発言の内容
楽譜への書
き込み
演奏の聴取
ワークシー
トの記述

4

旋律の特徴を生
かしながら，強弱
を手がかりにし
て，曲想にふさわ
しい歌い方を工
夫することがで
きるようにする。

○　第1，2，4フレーズについて，旋律の表現方法を考える。
・4小節のゆったりした旋律のまとまりに着目し，ど
のように歌うとよいかについて，手の動き（ハンド
サイン）で表してみる。
・旋律の動きと強弱表現とを関連させながら表現を工
夫する。

○　学習の振り返りをする。

イ② 発言の内容
楽譜への書
き込み
演奏の聴取
ワークシー
トの記述

5

強弱による抑揚
やフレーズ感を
出すために，呼
吸の仕方に気を
付けながら，曲
想にふさわしい
表現で歌うこと
ができるように
する。

○　3～ 4時目の中で学習した表現を生かしながら，曲
想にふさわしい表現で歌う。
・表現を工夫していく際に考えたことを確認し合い，
歌唱表現する。

○　グループごとに歌唱表現する。
・思いや意図と，工夫した点を紹介しながら，演奏を
発表する。
・発表を聴いて，演奏効果のあったことについて話し合う。

○　学習の振り返りをする。

ウ① 演奏の聴取

第
三
次

6

問いと答えによ
る旋律の表れ方
の違いに気付い
て，そのよさを
味わって聴くこ
とができるよう
にする。

○　「バイオリン協奏曲『四季』から 春（第 1楽章）」
の問いと答えの表れ方の違いを聴き取ってそれぞれの
効果を感じ取る。
・第 1時目に聴いた冒頭部分と独奏部分（1回目）の
部分を比較して聴き，同じ〈こだま〉でも旋律の表
れ方に違いがあることを聴き取ってそれぞれの効果
を感じ取る。
・第 1楽章全体から味わったことを，気付いたこと
や感じたことを根拠にして言葉で表す。

○　学習の振り返りをする。

エ② 発言の内容
ワークシー
トの記述

7）本時の学習（本時　3／ 6）
①　ねらい
問いと答えによる仕組みを生かしながら，強弱を手がかりにして，曲想にふさわしい歌い方を工
夫することができるようにする。【音楽表現の創意工夫】

評  評価規準ウ①
は，「音楽表現の創
意工夫（イ①・イ②）」
を受けて，それを実
際の音楽で表現でき
ているかを見取るた
めに配置する。

音
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②　展開
・学習活動　◇予想される児童の反応 教師の支援 評価規準と方法

導
　
入

・問いと答えが生かされた手遊び歌で音楽遊び
をする。

・強弱を取り入れた発展的な音楽
遊びができるように支援する。

展
　
　
　
開

・本時のめあてを知る。

・とんびの様子からイメージしたことについて
グループで共有する。（前時のワークシート
参照）
・第 3フレーズの「ピンヨロ」の問いと答え
の部分について，強弱を手がかりにしながら
どのように歌いたいかについてワークシート
に記入し，内容をグループで共有する。

・第3フレーズの歌い方をグループで工夫する。
　　　　　例）

◇「呼びかけ合っている感じがする
から，1小節ごとに ， ， ， で
歌ってみよう」
◇「とんびが鳴きながら近付いてき
て，過ぎ去っていく様子を表した
いから，前半 2小節はクレシェ
ンドで，後半 2小節はデクレシェ
ンドで歌ってみよう」

・音楽的な感受をもとに，強弱の働きを生かしなが
ら歌い方を工夫しているグループの発表を聴く。
・学習した表現を生かして，みんなで「とんび」
を歌う。

・めあてと一時間の授業の流れを
黒板に提示する。

・似たようなイメージについて
は，なるべく具体的な内容にし
て伝えさせる。
・活動に取りかかりやすいよう
に，例を示す。
　〈例：呼びかけ合う様子の場合〉

・意図とする表現に近付いている
かを確認させる。

・必要に応じて技術面の指導を行
う。

・演奏する前に工夫したところを
発表させる。
・発表したグループの表現方法で
歌うように指示する。

イ①
発言の内容
楽譜への書き込
み
演奏の聴取
ワークシートの
記述

ま
と
め

・気付いたことや感じたことと実際の表現を結
び付けていくことで発見したことを共有す
る。
・次時は，さらに表現を工夫して，曲想にふさ
わしい歌い方を学んでいくことを確認する。

・表現を試行錯誤していく中で気
付いたことを発表させる。

③　本時の評価　【音楽表現の創意工夫】イ①
問いと答えの仕組みを聴き取り，その働きによって生み出される曲想を感じ取り，強弱を手がか
りにしながら思いや意図をもって歌唱表現を工夫している。

児童の姿
評価の観点

十分満足できると
判断される児童の姿の具体例

おおむね満足できると
判断される児童の姿の具体例

努力を要すると判断される
児童の姿の具体例と支援

音楽表現の
創意工夫

・〈こだま〉するような歌い方
を生かして，他のフレーズと
のつながりを意識しながら
歌っている。
・とんびが遠ざかっていく様子
を思い浮かべて，第 4フレー
ズへのつながりを意識しなが
ら歌っている。

・1，3節目は，近くにいる「と
んび」の様子を fで，2，4小
節目は遠くにいる「とんび」
の様子を で歌うように工夫
している。
・会話をしながら，だんだん遠
くに飛んでいく様子を表そう
と，だんだん弱く歌うように
工夫している。

・どのように強弱
を工夫していい
のか分からない。

　→イメージする
情景を言葉で
具体にし，音
の強弱を範唱
しながら支援
する。

とんびが飛んでいる様子を歌って表現しよう！

〈歌い方の工夫〉
1，3小節目より 2，4小節目を
小さく歌う。

指  音楽的な感受に基づく表現
が，音楽的な技能を高めることに
つながるように支援する。

指  音楽にか
かわる用語等
を用いなが
ら，表現しよ
うとする思い
や意図を伝え
合う。

指  本時のねらいに沿った発言が
できるように，発問を工夫する。

評  「おおむね満足できる～」に教師の指導が加わ
ることで質的な高まりが見られる児童の姿を記す。

指  記入したり，話し合いをさせたりすることが目的に
ならないように，表現しようとする意図を明確にする。

評  ワークシー
トには，学習の
ねらいに沿った
項目を設定し，
学習状況を評価
する。
・〈こだま〉の
ように呼びか
け合う問いと
答えの仕組み
を聴き取り，
それらの働き
を感じ取って
いるか。
・歌詞の表す様
子や曲想から
思いや意図を
もち，表現を
工夫している
か。

指  音楽活動が本時のねらいと関連するように，活動の内容を精選する。

音
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図画工作
1　目標

表現及び鑑賞の活動を通して，感性を働かせながら，つくりだす喜びを味わうようにするととも
に，造形的な創造活動の基礎的な能力を培い，豊かな情操を養う。

2　評価の観点及びその趣旨

観
点

造形への
関心・意欲・態度

発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力

趣
　
旨

自分の思いをもち，進
んで表現や鑑賞の活動
に取り組み，つくりだす
喜びを味わおうとする。

感じたことや材料などを
基に表したいことを思い
付いたり，形や色，用途
などを考えたりしている。

感覚や経験を生かしなが
ら，表したいことに合わ
せて材料や用具を使い，
表し方を工夫している。

作品などの形や色などか
ら，表現の面白さをとら
えたり，よさや美しさを
感じ取ったりしている。

※　「思考・判断・表現」の「表現」は，基礎的・基本的な知識・技能を活用して学習活動におい
て思考・判断したことと，その内容を表現する活動とを一体的に評価することを示すものであり，
図画工作科で示す領域「A表現」とは異なる。「A表現」の学習指導に係る学習評価については，
図画工作科で設定される評価の観点を踏まえて行うことが適当である。

3　改訂の要点

○　教科の目標では，「感性を働かせながら」を加え，児童が，感性を働かせながら，つくりだす喜
びを味わうようにするとともに，造形的な創造活動の基礎的な能力を育成することを一層重視する。
学年の目標では，「造形への関心・意欲・態度」「発想や構想の能力」「創造的な技能」「鑑賞の能力」
などの育てたい資質や能力をより明確に示す。
○　「A表現」の内容を「（1）材料を基に造形遊びをする活動を通して，次の事項を指導する。」，「（2）
表したいことを絵や立体，工作に表す活動を通して，次の事項を指導する。」とし，内容を発想や
構想の能力と創造的な技能の観点から整理する。
○　「B鑑賞」を「（1）作品などを鑑賞する活動を通して，次の事項を指導する。」として，鑑賞の
能力や言語活動の観点から整理して示す。
○　鑑賞においては，よさや美しさを鑑賞する喜びを味わうようにするとともに，自分の思いを語る，
友達と共に考える，感じたことを確かめるなどを通して，自分自身で意味を読み取り，よさや美し
さなどを判断する活動の充実を図る。
○　表現及び鑑賞の各活動において，共通に必要となる資質や能力を〔共通事項〕として示す。指導
において，自分の感覚や活動を通して形や色，動きや奥行きなどの造形的な特徴をとらえ，これを
基に自分のイメージをもつことが十分に行われるようにする。
○　「B鑑賞」の各学年の内容に「話したり，聞いたりする」，「話し合ったりする」などの学習活動
を位置付け，言語活動を充実する。
○　美術文化の継承と創造への関心を高めるために，作品などのよさや美しさを主体的に味わう活動
や，我が国の美術や文化に関する指導を一層充実する。
○　内容の取り扱いに，各学年で取り扱う材料や用具を，手などを十分に働かせるなどの指導の配慮
事項とともに示す。鑑賞については，児童や学校の実態に応じて，美術館などを利用したり，連携
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を図ったりすることなどに配慮する。

4　評価規準と本時の展開例

【対象学年：第 3学年】

1）題材名　ダンボールブロックをつなげよう　～「これ，なあんだ。」見立てた形から広がる世界～

2）題材のねらい

・材料の形に興味をもち，組み合わせる活動を通して，つくりたいものへの気持ちを膨らませるこ
とができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【造形への関心・意欲・態度】
・材料の形から見立てたり，組み合わせから想像したことを基に，表したいことや主題について見
直しながら考え進めることができる。　　　　　　　　　　　　　【発想・構想の能力】
・材料の特徴を感じながら，形を加工したり，画材などを取捨選択しながら，工夫してつくること
ができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【創造的な技能】
・材料の形や作品の特徴の中で感じたことから，よさや改善点を見つけたり，友達と考えを伝え合っ
たりすることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【鑑賞の能力】

3）題材の評価規準

造形への
関心・意欲・態度

発想 ･構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力

材料の形に興味をもち，組
み合わせる活動を通して，
つくりたいものへの気持ち
を膨らませようとしている。

材料の形から見立てたり，組み
合わせから想像したことを基に，
表したいことや主題について見
直しながら考えたりしている。

材料の特徴を感じながら，
形を加工したり，画材な
どを取捨選択しながら，
表し方を工夫している。

材料の形や作品の特徴の中で
感じたことから，よさや改善
点を見つけたり，友だちと考
えを伝え合ったりしている。

4）指導計画と評価計画　（全 10時間）

次 時 ねらい・学習活動
評　　　　　　価

関 発 創 鑑 評価規準【評価方法】

第
1
次

1
2

○　素材に出会う場として，十分に手や体の感
覚を働かせて形をとらえ，見立てからイメー
ジを膨らませることができる。
・ダンボールブロックの形を様々な角度から見
て，いろいろな見立てを行い，しりとり遊びの
言葉に基づいて，イメージにあった形を探し出
し，見立てたことについて絵や言葉で説明する。

○ ○ 【関】ダンボールブロックの形
のよさや面白さを感じようとし
ている。

【観察】
【発】形から見立てたことや連
想する言葉を基に，考えを拡げ
ている。
【観察・ふりかえりカード】

第
2
次

3
4
5

○　形から見立てたことやイメージしたことを
基に，複数のブロックを組み合わせたりつな
いだりできる。
・複数のダンボールブロックを重ねたり棒材で
つないだりして試行錯誤し，組み合わせによ
る面白さから発想し，つくりたいものを見付
け出す。

○ ○ 【発】形や組合せの様子を味わ
いながら，つくりたいことやよ
りよい組合せ方や表したいこと
を見付け出している。
【観察・ふりかえりカード】

【創】材料の特徴を感じながら
自分らしい表現にこだわって，
考えに沿ってよりよい組合せを
つくり出している。
　　　　　　　　【観察・作品】

指  イメージを膨らませるために，ダンボールブロックの形の感じな
どを基に，言葉と関連づけることによって，表現意図を明確にさせる。

指  自分や他者の考えを生かしながら，よりよい組み合わ
せ方や表したいことを見付け出すための工夫をさせる。
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第
3
次

6
本
時

○　試行錯誤の活動を経て固めたイメージを仲
間と共有したり，他者の感じ方の違いから新
しい表現の可能性を見付けたり，自分の表現
のよさを再認識したりできる。
・「これ，なんだ。」という問いかけから始まり，
例として取り上げた一つの作品について全員
で鑑賞し見解を伝え合う。
・「どのように感じたのか」「なぜ，そう思った
のか」「どこからそう感じたのか」形の組み
合わせから感じられるイメージ，色や形の特
徴を言葉にする。

○ ○ 【発】見つけたことや感じたこ
とを基に，表したいことや主題
について形や材料を見直し，よ
さを構想に取り入れ，生かそう
と考えている。

【観察】
【鑑】形の特徴から気が付いた
り感じたりしたことについて，
理由をつけて友達と話したり，
共に感じたり考えようとしたり
している。

【観察・ワークシート】

第
4
次

7
8
9

10

○　十分に拡げられた発想と構想を基に，作品
として完成するまでの活動ができる。
・組み合わせた形の特徴から構想したことを基
に，素材の特徴やその他材料との組合せを生
かして楽しく表現し，作品に仕上げる。

○ 【創】材料の形の特徴を感じな
がら，自分らしい表現にこだ
わって着色や飾り付けをしてい
る。

【観察・作品】

5）本時の学習

①　本時のねらい
・自分や友だちの立体物を見て，自分なりに感じたことやイメージしたことについて，形の特徴や組
み合せによる構成の様子を表す言葉を用いながら，互いの考えを伝え合うことができる。

【鑑賞の能力】　　　
・感じ方の違いや互いの表し方の特徴やよさに気付くことにより，発想の転換をしたり，表し方の可
能性を拡げたりすることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【発想・構想の能力】
②　本時の展開

学習活動 教師の支援 評価【評価方法】

1．前時をふりかえり，本時の活動の見
通しをもつ。

2．「3分間 looking」　ひとつの作品をみ
んなで見て，面白さやよさを伝え合う。

・全体の形が生き物のように見えるよ。
どこでそう思ったかというと…。
・この形の使い方がすてきだと思いま
す。その理由は…

○　前時につかんだ表現しようとしてい
ることについて，ワークシートを用い
て確認する。

○　多様な見方や感じ方を言葉で伝え合
うことができるように，鑑賞のモデル
タイプを示す。

・自分なりのとらえ方に沿った具体的な
説明や，根拠や理由を伴う意見のよさ
を認める。
・角度によって見え方が変わる立体物の
面白さを，視点を変えるように示すこ
とで十分に味わう。
・部分的にあるいは全体的に作品をとら
え，イメージを喚起する形や色の特徴
に気付くようにする。
・理由や根拠を明らかにするように促す。

指  作品鑑賞を深めるために，児童の言葉と言葉
をつなぎながら，感じたことを伝え合わせる。

指  用具を安全に扱い，材料のよさを
生かせるようなかかわりをさせる。

指  子どもの必要性に応じ
て，材料に板材などを加え
る工夫も考えられる。

「これ、なあんだ。」みんなの見方や感じ方を聞いて，イメージをひろげよう

評  「ふりかえりカー
ド」に，自分の考えや
意図，制作の方針，児
童の相互評価などを記
入させることによって
評価する。

指  具体物を用いたり，相手意識をもっ
て説明したりするように助言する。また，
子ども同士でよさを認め合う場面とする
ことで，言語活動の充実を図る。

図
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3．見つけた工夫を生かして，作品をつ
くる。

4．「見てみてタイム　ほめほめタイム」
自分や仲間の作品について相互評価を
する。
・私が好きな所は…。理由は…。
・ぼくが考えていたことと，友だちの考
えは違っていたけど，どちらもおもし
ろいな。

5．新しい発見・工夫点・改善点を記録
に残す。
・考えがかわったので，新しい部品を使
うことにしたよ。
・たくさん色を使って明るい感じにした
いな。
・別の部品に取り替えたくなった。もっ
といいアイデアを思いついたよ。

6．ふりかえりカードを書く。
・友だちにほめてもらったのでうれし
かった。アドバイスをもらったので，
新しいアイデアを思いついた。
・自分と友だちの考えでどちらがいいか
迷った。
・自分では気が付かないことを友だちは
気付いていてすごかった。でも，今の
ままで進めたいな。

・構成された立体物から連想するものや
ことについて，形の特徴や組み合わせ
の様子を基に，言葉で伝え合わせる。

・事前の記録と比較しながら，表現の拡
がりや深まりを意識できるようにす
る。
・文章だけでなく，画像，図，イラスト，
記号で視覚的に表すことも有効である
ことを伝える。

・新たなアイデアを獲得するなど，コ
ミュニケーションしたことが有効で
あったかを問い，そのよさを確認でき
るようにする。
・友だちの考えとともに自分が積み上げ
てきた考えを大切にできるようにす
る。

【鑑】自分や友だち
の立体物を見て，自
分なりに感じたこと
やイメージしたこと
について，形の特徴
や組み合わせによる
構成の様子を表す言
葉を用いながら，互
いの考えを伝え合っ
ている。【観察，発表】

【発】感じ方の違い
や互いの表し方の特
徴やよさに気付くこ
とにより，発想の転
換をしたり，表し方
の可能性を拡げたり
している。
【観察・ふりかえり
カード】

③　本時の評価
十分満足できると判断される

児童の具体例
おおむね満足できると判断される

児童の具体例 支援を必要とする児童への手立て

発想・構想の
能力

見つけたことや感じたこと
を基に，表したいことや主
題について形や材料を見直
したり，新たに材料を見つ
け出したりするなど，よさ
を構想に取り入れ，積極的
に生かそうと考えている。

見つけたことや感じたこと
を基に，表したいことや主
題について形や材料を見直
し，よさを構想に取り入れ，
生かそうと考えている。

立体物の特徴や形の特徴に
ついて，教師や友だちの見
立てや感じ方を伝え，考え
を生み出す一助にする。ま
た，言語のみでなく図やイ
ラストに描き表すことでイ
メージを明らかにする。

鑑賞の能力

立体物の形の特徴や組み合
わせから気が付いたり感じ
たりしたことについて，理
由をつけて友達と話した
り，共に感じたりする中で，
互いの考えを伝え合ったり
している。

立体物の形の特徴や組み合
わせから気が付いたり感じ
たりしたことについて，友
達と話したりする中で，互
いの考えを伝え合ったりし
ている。

板書等によって形の特徴や
組み合わせを整理するとと
もに，少人数での話し合い
や書く活動を取り入れて，
理由や根拠を明確にしてい
く。

指  作品づくりに向けて，〔共通事項〕を基に，イメージ文を書くことも考えられる。

指  活動の中で，自然と出てくる気付きのつぶやきや子ども同士
の意見交換を拾いあげ，具体的な言葉につなぐように配慮する。

評  自分の考えや意
図を大切にしなが
ら，友だちの意見な
どを参考にして，考
えを拡げている具体
的な感想を評価す
る。
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家庭
1　目標

衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通して，日常生活に必要な基礎的・基本的な知識及
び技能を身に付けるとともに，家庭生活を大切にする心情をはぐくみ，家族の一員として生活をよ
りよくしようとする実践的な態度を育てる。

2　評価の観点及びその趣旨

観
点

家庭生活への
関心・意欲・態度

生活を
創意工夫する能力

生活の技能
家庭生活についての

知識・理解

趣
　
旨

衣食住や家族の生活な
どについて関心をも
ち，その大切さに気付
き，家庭生活をよりよ
くするために進んで実
践しようとする。

家庭生活について見直
し，身近な生活の課題
を見付け，その解決を
目指して生活をよりよ
くするために考え自分
なりに工夫している。

日常生活に必要な衣食
住や家族の生活などに
関する基礎的・基本的
な技能を身に付けてい
る。

日常生活に必要な衣食
住や家族の生活などに
関する基礎的・基本的
な知識を身に付けてい
る。

＊　「家庭生活への関心・意欲・態度」が主体的に学習に取り組む態度を，「生活を創意工夫する能力」
が知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等を，「生活の技能」
「家庭生活についての知識・理解」が基礎的・基本的な知識・技能を評価するものとして整理された。

3　改訂の要点

○　中学校の内容との体系化を図り，生涯の家庭生活の基盤となる能力と実践的な態度を育成する視
点から，「A家庭生活と家族」，「B日常の食事と調理の基礎」，「C快適な衣服と住まい」，「D身近
な消費生活と環境」の 4つの内容で構成する。
○　家族の一員として成長する自分を自覚し，家庭生活を大切にする心情をはぐくむことを目指した
学習活動を一層充実する。
○　食事の役割や栄養を考えた食事のとり方，調理などの学習活動を一層重視する。
○　身の回りの生活における金銭の使い方や物の選び方，環境に配慮した物の活用などの学習につい
て，他の内容との関連を明確にし，実践的な学習活動を更に充実する。
○　家庭生活を総合的にとらえる視点から，家族の生活と関連させながら衣食住などの内容を取り扱
うことを一層重視する。
○　小学校第 4学年までの学習を踏まえた 2学年間の学習のガイダンス的な内容を設定する。
○　言語を豊かにし，知識及び技能を活用して生活の課題を解決する能力をはぐくむ視点を重視する
ことから，各内容の指導に当たっては，衣食住などの生活の中の様々な言葉を実感を伴って理解す
る学習活動や，生活の課題を解決するために，言葉や図表などを用いて考えたり説明したりする学
習活動を充実する。

4　評価規準と本時の展開例

1）題材名　おいしいいため物を作ろう　（8時間）

家
庭
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2）題材の目標

・いためる調理に関心をもち，材料や目的に応じた調理をしようとする。
【家庭生活への関心・意欲・態度】

・材料や目的に応じたいため方について考えたり，調理計画を自分なりに工夫したりする。
【生活を創意工夫する能力】　　　

・用具を安全に取扱い，材料や目的に応じたいため方ができる。【生活の技能】
・いためる調理の特性と，材料や目的に応じたいため方について理解する。

【家庭生活についての知識・理解】

3）題材の評価規準

家庭生活への
関心・意欲・態度

生活を
創意工夫する能力

生活の技能
家庭生活についての

知識・理解

いためる調理に関心を
もち，材料や目的に応
じた調理をしようとし
ている。

材料や目的に応じたいた
め方について考えたり，
調理計画を自分なりに工
夫したりしている。

用具を安全に取り扱い，
材料や目的に応じたいた
め方ができる。

いためる調理の特性と材
料や目的に応じたいため
方について理解してい
る。

4）指導と評価の計画

時 学習活動
評価規準（評価方法）

家庭生活への
関心・意欲・態度 生活を創意工夫する能力 生活の技能 家庭生活についての

知識・理解

1 ○　家族へのイ
ンタビューや
食べ比べか
ら，いためる
とはどんなこ
とか話し合
う。

・いためる調理に
必要な材料やい
ため方などに関
心をもってい
る。
　（学習カード）

2
3

○　火加減，野
菜の切り方，
いためる時
間，いためる
順序などの課
題グループに
分かれ，調理
実験をする。
○　学習グルー
プに戻り，課
題グループで
調べたことを
報告し，いた
め方について
まとめる。

・フライパンなど
のいためる調理
に必要な用具を
安全に取り扱
い，後片付けが
できる。
　（行動観察・自
己評価）

・フライパンなど
のいためる調理
に必要な用具の
安全で衛生的な
使い方について
理解している。
・いためる調理の
特性と材料や目
的に応じた切り
方，いため方に
ついて理解して
いる。
　（学習レポート）

指  家族へのインタビューなど
から課題をつかみ，課題の追求
場面では比較実験や調べる活動
を行い，その結果から分かった
ことや考えたことを図表やグラ
フ，言葉にまとめ，それを発表
し合い活用の仕方を考えるなど
の学習活動を取り入れる。

指  実践的・体験的な活動や問題解決的な学習を通して，言語活動の充実を図りながら家庭科の学習指導を進めていく。

家
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4
5

○　野菜をいた
める時の切り
方やいため方
などを確認す
る。
○　共通の野菜
を使っていた
める調理を行
い，試食する。

・野菜の種類に応
じた洗い方，切
り方ができ，材
料や目的に応じ
たいため方がで
きる。
　（行動観察・自
己評価）

6
本
時

○　今までの学
習を生かし
て，「こだわ
り野菜いた
め」の調理計
画をたてる。

・こだわり野菜い
ために必要な材
料や手順に関心
をもち，調理計
画をたてようと
している。

・こだわり野菜い
ために必要な材
料や手順を考
え，調理計画を
自分なりに工夫
している。
　（調理計画表）

7
8

○　各自の調理
計画に基づ
き，調理実習
をする。

・いため方に関心
をもち，材料や
目的に応じた調
理をしようとし
ている。
　（行動観察・自
己評価）

・こだわり野菜い
ための目的や材
料に合った切り
方，いため方，
盛り付け，環境
に配慮した後片
付けについて考
えたり，自分な
りに工夫してい
る。
　（調理計画表・
実習記録表・写
真）

・こだわり野菜い
ための材料や目
的に応じた切り
方，いため方が
できる。
・フライパンなど
のいためる調理
に必要な用具を
安全に取り扱
い，後片付けが
できる。
　（行動観察・自
己評価・相互評
価）

5）本時の学習

①　学習のねらい　
○　「こだわり野菜いため」に必要な材料や手順に関心をもち，調理計画をたてようとしている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【家庭生活への関心・意欲・態度】
○　「こだわり野菜いため」に必要な材料や手順を考え，調理計画を自分なりに工夫する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【生活を創意工夫する能力】
②　展開

学習活動 教師の支援 評価（評価方法）

1　学習のめあてを確認する。 ○　今までの学習を生かして「こだわり
野菜いため」の調理計画を立てること
を伝え，本時の見通しをもたせる。

指  製作や調理などの実習や，目的を
もって学習対象を観察したり，触れたり，
味わったりするなどの実践的・体験的な
活動を通して，生活の中の様々な言葉が
実感を伴って理解できるよう，レポート
作成や考察，思考したことを発表したり
するなどの学習活動を取り入れる。

評  小学校で学習する基礎的・基本的な
技能や知識・理解が，中学校の学習に発
展していくものとして意識し，着実な定
着につなげることが重要である。

指  B（3）「調理
の基礎」及び C
（3）「生活に役立
つ物の製作」につ
いては、2学年間
にわたって取り扱
うようにし，基礎
的なものから応用
的なものへ，簡単
なものから難しい
ものへ，要素的な
ものから複合的な
ものへと次第に発
展するように，段
階的に題材を配列
する。

評  「生活を創意工夫する能力」の評価
・結果としての創意工夫だけでなく，家庭生活に問題意識をもち，課題の解決を目指して，生活をより
よくするために考えたり自分なりに工夫したりするその過程を含めて評価することが重要である。

・子どもが考えたり創意工夫したりしたことを図や言葉でまとめ，発表し合うなど，言語活動を中心と
した表現に係る活動を評価することに留意する必要がある。

今までの学習を生かして「こだわり野菜いため」の調理計画をたてよう。

家
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2　作りたいこだわり野菜いための調理
計画を考える。
・材料
・分量
・切り方
・いため方
・手順
・盛り付け方

3　立てた調理計画をグループで紹介し
合う。
・材料の選び方，切り方，いため方等に
ついて、工夫したことを発表する。

4　友だちのアドバイスを参考にして，
調理計画を見直す。

5　本時の学習で気付いたことを発表す
る。

○　こだわり野菜いための条件を確認さ
せる。
○　使う材料や切り方などのヒントとな
るよう，調理カードや切り方の見本を
用意する。
○　必要な分量は，調理カードや教科書
を参考にして考えさせる。
○　調理計画表を書いている様子を見な
がら，書きにくそうにしている子ども
には，これまでの学習レポートを見直
し，野菜の切り方やいため方などを確
認するよう促す。

○　自分なりに工夫して調理計画を立て
たことを振りかえらせ，次時の実習へ
の意欲をもたせる。

【家庭生活への関心・
意欲・態度】
こだわり野菜いため
に必要な材料や手順
に関心をもち，調理
計画をたてようとし
ている。
（行動観察・調理計
画表）

【生活を創意工夫す
る能力】
こだわり野菜いため
に必要な材料や手順
を考え，調理計画を
自分なりに工夫して
いる。
（行動観察・調理計
画表）

　【家庭生活への関心・意欲・態度】
十分満足できると判断される

児童の具体例
おおむね満足できると判断される

児童の具体例
支援を必要とする
児童への手立て

材料の選択や，調理の目的に合っ
た切り方やいため方などを自分な
りに考えて調理計画を立てようと
している。

調理カード等を参考にして材料を
考えたり，選んだ材料の切り方や
いため方について調べたりして調
理計画を立てようとしている。

調理カード等を参考にするよう声
かけをしたり，大まかな調理の手
順を示したりして調理計画を考え
ることができるようにする。

　【生活を創意工夫する能力】
十分満足できると判断される

児童の具体例
おおむね満足できると判断される

児童の具体例 支援を必要とする児童への手立て

材料の選択の工夫や，調理の目的
に合った切り方やいため方などの
調理計画の工夫を具体的に記述し
ている。

今までの学習で身に付けた切り方
やいため方などの知識や技能を生
かして，調理計画の工夫を記述し
ている。

学習レポートを見直したり，これ
までの学習を振り返ったりしなが
ら，いためる調理の基礎的事項を
確認し，調理計画を立てるように
声かけする。

評  調理計画表を，今
まで学習したいためる
調理に関する知識や技
術を活用して工夫した
結果として評価する。

評  調理計画表に材料を選んだ理由やい
ため方等の工夫の記入欄を設け，発表や
記述により評価する。

指  グループでの話し合いを通して，自分
の考えを整理したり，自分の工夫を友だ
ちに賞賛されたり，友だちの工夫を参考
にしたりすることで，工夫するよさを実
感させ，調理計画を見直すことができる
ように配慮する。

家
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体育
1　目標

心と体を一体としてとらえ，適切な運動の経験と健康・安全についての理解を通して，生涯にわ
たって運動に親しむ資質や能力の基礎を育てるとともに健康の保持増進と体力の向上を図り，楽し
く明るい生活を営む態度を育てる。

2　評価の観点及びその趣旨

運動や健康・安全への
関心・意欲・態度

運動や健康・安全
についての思考・判断

運動の技能
健康・安全についての

知識・理解

運動に進んで取り組むと
ともに，友達と協力し，
安全に気を付けようとす
る。また，身近な生活に
おける健康・安全につい
て関心をもち，意欲的に
学習に取り組もうとする。

自己の課題の解決を目指
して，運動の仕方を工夫
している。また，身近な
生活における健康・安全
について，課題の解決を
目指して考え，判断し，
これらを表している。

運動を楽しく行うための
基本的な動きや技能を身
に付けている。

身近な生活における健
康・安全について，課題
の解決に役立つ基礎的な
事項を理解している。

3　改訂の要点

○　生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の基礎を培う観点を重視し，各種の運動の楽しさや喜びを
味わうことができるようにするとともに，児童の発達の段階を踏まえ指導内容の明確化を図る。
○　指導内容の確実な定着を図る観点から，運動の系統性を図るとともに，運動を一層弾力的に取り
上げることができるようにする。
○　体力の向上を重視し，『体つくり運動』の一層の充実を図るとともに，学習したことを家庭など
で生かすことができるようにする。
○　保健については，身近な生活における健康・安全に関する基礎的な内容を重視し，指導内容を改善する。
○　健康な生活を送る資質や能力の基礎を培う観点から，系統性のある指導ができるよう健康に関す
る内容を明確にする。

4　評価規準と本時の展開例

1）単元名　第 4学年　ネット型ゲーム（易しいプレルボール）

2）単元のねらい

・友だちと仲よく協力したり，規則を守り勝敗を受け入れたりしながら，運動に進んで取り組むこと
ができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【運動への関心・意欲・態度】

・みんなが楽しめるように規則を工夫したり，簡単な作戦を立てたりすることができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【運動についての思考・判断】
　・ラリーを続けたり，ボールをつないだりするための動きやボール操作を身につけることができる。

【運動の技能】　　　　　　　
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3）単元の評価規準

運動への関心・意欲・態度 運動についての思考・判断 運動の技能

ゲームに進んで取り組むととも
に，規則を守り勝敗を受け入れて
仲よく運動しようとしたり，運動
する場や用具の安全を確かめよう
としたりしている。

規則を工夫したり，ゲームの特徴
やチームの課題に合った簡単な作
戦を立てたりしている。

易しいゲームを楽しく行うための
基本的なボール操作や簡単な動き
を身に付けている。

5　単元指導計画と評価計画　（全 9時間）

①　学習過程

②　指導と評価計画
時間 学習のねらい 学習活動 評価規準（評価方法）

1

○　プレルボールの
ゲームの進め方がわ
かり，単元全体の見
通しをもつ。

1　オリエンテーション
・プレルボールの規則を知る。
・学習のねらいや進め方を知る。
・チームの編成をする。　
　4人× 6チーム　　ペアチームで 4色
　3人× 2チーム
2　バウンドラリー，円陣パスをする。
3　試しのゲームをする。
4　学習をふり返る。

○　進んで話し合いや運
動に取り組もうとす
る。

　【関・意・態】
　（観察・学習カード）

2

○　サーブ・アタック
・ボールの中心付近を
とらえる
・強くボールをたたく。
・肘を肩よりも上げて
打つようにする。

1　学習のめあてや内容の確認をする。
2　バウンドラリー，壁打ちプレル，ネット越え
ラリー，円陣パス，ネット越しプレル等を行う。

3　トリプルパスゲームを行う。

○　ボールを床に打ちつ
ける基本的なボール操
作ができる。
　【技】（観察）

次 第 1次（1）

第 2次（7）

第 3次
（1）

【ねらい 1】
ボール操作に慣れ，簡単な規則で
ゲームを楽しむ

【ねらい 2】
ボールをつなぐ動きを身
につけ，チームで作戦を
工夫してゲームを楽しむ

時 1 2 3 4 5本時 6 7 8 9

学
　
習
　
活
　
動

5 規則・学習の進め方

場の設定・準備運動

ま
と
め
の
ゲ
ー
ム

学習のめあてや内容，規則の確認

10 の確認

壁
打
ち
プ
レ
ル
等

バ
ウ
ン
ド
ラ
リ
ー

トリプルパスゲーム
3対 1

トリプルパス
ゲーム 3対 2

15 チームづくり

20 試しのゲーム

25
作戦の修正・確認・ペアチ－ムと練習30

35 リーグ戦① リーグ戦②
40

ふり返り

オリエンテーション

ねらい 1
ボール操作に慣れ，簡
単な規則でゲームを楽
しむ

評  体育科では 1時間に 1
評価規準を基本とする。

指  「どんなふうに動いたらいいのか分からない」「思った通りにできない」など，動きに対するこだわりやつ
まずきが生じた場面では，動きの問題点の原因や解決方法を探っていくことができるよう時間をとって指導する。
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・足を前後に開く。
○　パス
・相手のとりやすいよ
うにやわらかく打
つ。 4　学習をふり返る。

3

・両手で正確に相手に
向かって打つ。
○　動き方
・ボールに体を向け
る。
・バウンドしたボール
に合わせて体を移動
できるようにする。
・カバーリングをす
る。

1　バウンドラリー，壁打ちプレル，ネット越え
ラリー，円陣パス，ネット越しプレルを行う。

2　学習のめあてや内容・規則の確認をする。
3　トリプルパスゲーム　3対 1

4　リーグ戦
　・ペアチームが，得点係，記録，応援を行う。

5　学習をふり返る。

○　友だちと教え合った
り励まし合ったりし
て，協力しながら話し
合いや運動をしようと
する。

　【関・意・態】
　（観察・学習カード）

4

○　みんなが楽しめるよ
うに規則を見つけてい
る。　　　　【思・判】
　（観察・学習カード）

5︵
本
時
︶

○　動きのコツを見つけ
ている。

　【思・判】

6

・味方がプレーしやす
いように，ボールを
つなぐ。
・相手コートの空いた
場所をねらって返球
する。

1　バウンドラリー，壁打ちプレル，ネット越え
ラリー，円陣パス，ネット越しプレルを行う。

2　学習のめあてや内容・規則の確認をする。
3　トリプルパスゲーム

4　チームで作戦を話し合う。
5　ペアチームと練習する。
6　リーグ戦
　・ペアチームが，得点係，記録，応援を行う。
7　学習をふり返る。

○　ゲームをふり返り，
チームのよかった点や
課題を選んでいる。

　【思・判】
　（観察・学習カード）

7

○　ボールをつないで，
相手コートに返球する
ことができる。
　【技】（観察）

8

1　学習のめあてや内容・規則の確認をする。
2　チームで作戦を話し合う。
3　ペアチームと練習する。
4　リーグ戦
　・ペアチームが，得点係，記録，応援を行う。
5　学習をふり返る

○　チームの課題に応じ
た作戦を立てている。

　【思・判】
　（観察・学習カード）

9

○　作戦を生かしてま
とめのゲームを楽し
む。

1　学習の内容・規則の確認をする。
2　チームで練習をする。
3　8チームのトーナメント戦を行う。
4　学習をふり返る。

○　勝敗を受け入れ，規
則を守ってゲームをし
ようとする。

　【関・意・態】
　（観察・学習カード）

6　本時の学習

①　本時のねらい
○　ボールをつなぐための動きのコツを見つけている。【運動についての思考・判断】　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

ねらい 2
ボールをつなぐ動きを
身につけ，チームで作
戦を工夫してゲームを
楽しむ

・2分間で攻守交代　・3対 1
・3回以上で返すと 3点。
・2回だと 2点。1回だと 1点。

・2分間で攻守交代　・3対 2
・3回以上で返すと 1点。
・相手が返球できなかったら＋ 1点

評  「学習カード」等を
活用する。声がけや協力
できたこと等を記入する
ことにより言語活動の充
実を図る。

指  見つけた動きのコツを視覚的にもわかるように
「プレルボール：虎の巻」として掲示し，言語活動
の充実を図る。

指  単元後半の学習で
は，「○○作戦」の中か
ら選択した作戦をもと
に，さらに工夫して取り
組むようにする。
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②　本時の展開　
過程

（時間） 学習活動 ○教師の支援　☆評価の視点【観点】（方法）

10
分

1　チームごとに，ネット越
しプレルをする。

2　壁打ちプレル，バウンド
ラリー，円陣パス，ネット
越えラリー等を行う。

3　本時のめあて・学習内容
を知る。

○　素早く準備して，自主的に運動にとりかかっているチームを認め
る。
○　楽しくスムーズに運動できるように，体育館を 4つのエリアに分
けてローテーションして回る場を設定したり，音楽を流したりする。
○　チームカードに結果を記録することで，目標をもって取り組み，
自分たちの伸びを自覚できるようにする。また，その成果をみんな
で賞賛する。
○　本時のめあてが確認しやすいように，立体的な作戦板を用意する。
○　見通しを持って学習できるように，学習の進め方を掲示しておく。

30
分

4　トリプルパスゲームを行う。

5　チームで作戦を確認し，
必要があれば作戦の修正を
話し合う。

6　作戦の練習を行う。
7　リーグ戦を行う。
・ペアチームは得点係，記録
係，応援を行う。

○　友だちの動きを見ながら，動きのコツを見つけたり，アドバイス
し合ったりするよう促す。
○　各チームをまわり，よい動きや発言を賞賛し，広めるようにする。

○　自分が見つけた動きのコツを伝え合う場を設け，それを子どもた
ちがイメージしやすい言葉で表現し，動きの高まりにつなげるよう
にする。
○　役割や動きがはっきり確認できるように，作戦カードをもとに話
し合うようにする。
○　ペアチームは，積極的にアドバイスや応援をするよう促す。
☆　ボールを操作しやすい場所への動き方を見つけている。

【思・判】（観察・学習カード）

5
分

8　チームでゲームをふり返
る。

9　学級全体で学習をふり返
り，見つけたよい動きやか
かわり合いを発表する。

○　チームの話し合いの内容を確認し，必要に応じて助言する。
○　「ナイスプレー」「ふわふわ言葉・チームワーク」など，よかった
ことを中心に発表し，みんなで賞賛し広める。

③　本時の評価
　　評価の観点：運動についての思考・判断

十分満足できると判断される児童の具体例 おおむね満足できると判断される
児童の具体例 支援を必要とする児童への支援

ボールの方向へ体を向けたり，
ボールの落下点やボールを操作し
やすい場所に移動したりする動き
方を見つけているとともに，味方
が操作しやすい場所にボールを送
るための動き方も見つけている。

ボールの方向へ体を向けたり，
ボールの落下点やボールを操作し
やすい場所に移動したりする動き
方を見つけている。

うまくいかない原因が自覚できる
ような声がけをするとともに「プ
レルボール；虎の巻」を活用して
試そうとするコツを明らかにす
る。

ボールをつなぐコツを見つけゲームを楽しもう！

・3対 1
・3回以上で返すと 1点。
　（何回でもよい。一人の
連続は×）
・2分で攻守交代

指  見つけた動きのコツを視覚的にもわかるように「プレル
ボール：虎の巻」として掲示し，言語活動の充実を促す。

指  どのような動きを身に付け
るのか（学習課題）を明確にす
ることで，学習の見通しがもて
るようにする。

評  単元の半ばにおいて，技能にかかわるコツをみつけていくことを
思考・判断とすることもあり得る。

評  自分が考えた動きがどうして
成功したのか（理由）を話すこ
とにより動きのコツを知り，共
有化する。

指  考えられずに活動できない児童への手立て
・友達のよかったプレーはどれかな ?
・これまでのコツを参考にしよう。
・○○さんは友達におへそを向けてるね。
・○○さんは声を出してみんなにわかるようにしてるね。
・どこをねらうといいかな ?
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道徳
1　目標

学校における道徳教育は，学校の教育活動全体を通じて，道徳的な心情，判断力，実践意欲と態
度などの道徳性を養うことが目標とされている。
道徳の時間においては，この道徳教育の目標に基づき，各教科，外国語活動，総合的な学習の時
間及び特別活動における道徳教育と密接な関連を図りながら，計画的，発展的な指導によってこれ
を補充，深化，統合し，道徳的価値の自覚及び自己の生き方についての考えを深め，道徳的実践力
を育成するものとする。

2　評価の観点及びその趣旨

観
点 道徳的心情 道徳的判断力 道徳的実践意欲と態度 道徳的習慣

趣
　
旨

道徳的に望ましい感じ
方，考え方や行為に対
して，逆に，道徳的に
望ましくない感じ方，
考え方や行為に対し
て，児童がどのような
感情をもっているか。

道徳的諸価値について
どのようにとらえてい
るか，また，道徳的な
判断を下す必要がある
問題場面に直面した際
に，児童がどのように
思考し判断するか。

学校や家庭での生活の
中で，道徳的によりよ
く生きようとする意志
の表れや行動への構え
が，どれだけ芽生え，
また定着しつつある
か。

特に基本的な生活習慣
をどの程度身に付け実
践できているか。

3　改訂の要点

○　道徳教育は，道徳の時間を「要」として，学校の教育活動全体を通じて行う。
道徳教育は，道徳の時間だけで行うのではなく，各教科，外国語活動，総合的な学習の時間，特
別活動でも行う。道徳の時間は，道徳の時間以外における道徳教育と密接な関連を図りながら，計
画的，発展的な指導によって，それらを補充，深化，統合し，道徳的価値の自覚及び自己の生き方
についての考えを深め，道徳的実践力を育成する。

○　活用しやすい道徳教育の全体計画，道徳の時間の年間指導計画を作成する。
各教科等，学校の教育活動全体で道徳教育を充実させるために，全体計画，年間指導計画の整備
を図り，年間を通して具体的に活用しやすいものを作成する。その際，校長の方針の下に，道徳教
育推進教師を中心として全教員が共通理解を図って作成する。
道徳教育の全体計画を作成するにあたっては，特に次の点に留意する。

・各教科等における道徳教育にかかわる指導の内容及び時期を記入する。その際には，それぞれの
学校で特に重点として取り組んでいる内容から取りあげていく。
・道徳教育にかかわる体験活動や実践活動の時期等を記入する。
・道徳教育の推進体制や家庭や地域社会等との連携のための活動等を記入する。
　（別葉にして加える）
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○　道徳の時間の指導に当たっては，次の事項に配慮する。
　・道徳教育推進教師を中心とした指導体制の充実

校長や教頭などの参加による指導，他の教職員とのティーム・ティーチングなどの協力的な指
導，養護教諭や栄養教諭などの協力を得た指導などを工夫して行う。また，教材や図書の準備，
掲示物の充実，資料コーナーの整備を図ったり，道徳の時間に関する授業研修を実施するなど道
徳教育推進教師が中心となって全教職員が協力して進める。

　・体験活動を生かすなどの指導の充実
集団宿泊活動やボランティア活動，自然体験活動などの体験活動の中で感じたことや考えたこ
とを道徳の時間の話し合いに生かすなどの工夫をする。これらの体験活動は事前に体験活動を行
う意義を児童に十分に理解させ，活動についてあらかじめ調べたりすることなどにより意欲を
もって活動できるようにしたり，事後に感じたり気付いたりしたことを自己と対話しながら振り
返り，まとめたり，伝え合ったりすることなどにより他者と体験を共有したり，広い知識につな
げたりすることができるようにする。その際，道徳の時間で直接的な体験活動そのものを行うの
ではないことを留意する。

　・魅力的な教材の開発や活用
道徳の時間において，児童が道徳的価値の自覚を深めるとともに，そのことを通して自己の生
き方についての考えを一層深めることができるように，先人の伝記，自然，伝統と文化，スポー
ツなどを題材とし，児童が感動を覚えるような教材の開発や活用を通して，児童の発達の段階や
特性等を考慮した創意工夫ある指導を行う。

　・言葉を生かし考えを深める工夫
自分の考えを基に，書いたり話し合ったりするなどの表現する機会を充実し，自分とは異なる
考えに接する中で，自分の考えを深め，自らの成長を実感できるようにする。そのために，学習
を通して児童が何に気付いたり，何を理解したり，どのような考えや思いが深まったりするのか
を予想して授業に臨み，話し合いの工夫，表現活動の工夫等，多様な指導方法を効果的に生かす
ようにする。

　・情報モラルの問題に留意した指導
個人情報の保護，人権侵害，著作権等に対する対応，危険回避やネットワーク上のルール，マ
ナーなどの情報モラルに関する指導を配慮する。その際，情報モラルに関する題材を生かしたり，
情報機器のある環境を生かしたりして，ネット上の書き込みのすれ違いなど他者への思いやりや
礼儀の問題及び友人関係の問題，情報を生かすときに法やきまりの遵守に伴う問題など，多岐に
わたった内容を取り入れる。

○　児童の発達の段階や特性を踏まえた指導内容の重点化
・各学年を通じて，自立心や自律性，自他の生命を尊重する心を育成する。
・低学年では，あいさつなどの基本的生活習慣，社会生活上のきまりを身に付け，善悪を判断し，
人間としてしてはならないことをしないことについて配慮する。
・中学年では，集団や社会のきまりを守り，身近な人々と協力し助け合う態度を身に付けることに
配慮する。
・高学年では，法やきまりの意義を理解すること，相手の立場を理解し，支え合う態度を身に付け
ること，集団における役割と責任を果たすこと，国家・社会の一員としての自覚をもつことなど
に配慮する。
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4　本時の展開例

1）主題名　しっかりやろうね　1－（2）勤勉・努力   　第 2学年

2）資料名　「書き方の時間のこと」

3）ねらい　自分がやらなければならない勉強や仕事は，最後まで一生懸命しよう

とする心情を育てる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価の観点 【道徳的心情】

自分がやらなければならないことの大切さを感じ取り，最後まで一生懸命やり遂げることにう
れしい気持ちをもっている。

4）主題設定の理由

①　ねらいとする道徳的価値について（略）
②　ねらいにかかわる児童の実態（略）
③　指導にあたって（略）

5）本時の学習
学習活動 主な発問と予想される児童の反応 指導者の支援及び留意点

1　自分たちの普
段の生活につい
て話し合う。

  ＜導入＞

・宿題をしなければいけなかったのに，テレビを見て
しまって宿題をしなかった。
・係の仕事をしなければいけないのに，遊びたくてい
い加減にしてしまった。

・資料を読んだとき，主人公
に共感するために自分の生
活を振り返り，2～ 3の事
例を取りあげてから資料に
入る。

2　資料「書き方
の時間のこと」
を読んで話し合
う。 ・疲れたな。

・面倒だな。
・はやく終わらせたいな。
・僕もドッジボールがしたいな。
・いい加減に書いてしまおう。

＜いやいや書く＞
・もう，疲れたので書きたくないな。
・面倒だな。

・手が疲れ早く終わらせたい
という，ともくんの思いに
共感させ，もう一度書くこ
とになったともくんの気持
ちを考えることにつなげ
る。

指  指導の重点が道徳的心情・判断力・態度のどの側面に
あるのかを明確にすることで授業展開の方向づけをする。

評  道徳の時間は数値などによる評価は行わないこととされているが，指導と評価を一体
化するために，評価の観点を明確にし，授業の中で期待する児童の姿を明らかにしておく。

評  事前の評価
児童のもつ道徳的価値の実態を日常生活の中から
評価し，主題名やねらい，資料選定等に活かす。

○　やらなければならなかったのに，途中でやめたり一生懸
命できなかったりしたことはありませんか。

○　手が疲れてきたとき，ともくんはどんなことを思ったで
しょうか。

指  子どもの興味・関心を高めたりねらいとす
る道徳的価値の自覚に向けて動機づけを図る。

◎　「あと 1回でいいから，ともくんの字をしっかり書い
ていらっしゃい。｣ と言われて，もう一度書き始めたともく
んは，心の中で何と言っているでしょうか。

指  評価の観点
に即して多様な
感じ方や考え方
が引き出される
ように，発問を
十分吟味する。

評  資料中の登場人物の行為
や心の動きに共感しているの
かを，観察や発言等，評価の
観点に対応した評価方法によ
り捉える。
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・また，書くのか。
・せっかく書いたのに。
＜どちらとも言えない＞
・がんばりたいけれど疲れたな。
・先生に言われたから，仕方がないな。
・さらさらと書いたから，仕方がないな。
・最後まで，丁寧に書いておけばよかった。
＜がんばって書こう＞
・先生に言われたからがんばるぞ。
・面倒だけれどがんばるぞ。
・はねと止めに気をつけて書くぞ。
・よし，僕の本気の字を書くぞ。

・ほめられてうれしいな。
・丁寧に書いてよかったな。
・集中すると，疲れやドッジボールのことも忘れてしまうんだな。
・僕もがんばればできるんだ。

・ともくんの置かれた状況を
把握し，ともくんの気持ち
を実感するために動作化を
取り入れる。
・心のバロメーターを使い，
ともくんの微妙な心の葛藤
を表現する。

・意見の違いを視覚的に捉え
られるように分類して板書
する。

・自分自身の行動と重ね合わ
せてふり返っている児童が
いれば積極的に取り上げる。

3　自分の生活を
振り返ってみ
る。

　＜展開＞

・途中でいい加減に色を塗りかけたけれど，一生懸
　命仕上げたら，いい絵ができてうれしかった。
・掃除が面倒だったけれど，がんばったら先生にほ
　められてうれしかった。
・漢字練習で書き直しになったけれど，一生懸命書
　いたら何だかいい気持ちがした。
・テレビが見たくて，宿題をいい加減にしてしまっ
　ていけなかった。

・頑張ってよかったことや，
もう少し頑張ればよかった
ことをワークシートに書く
ことにより，いままでの自
分を振り返るようにする。

4　教師の説話を
聞く。

  ＜終末＞

○　一生懸命がんばった友達の話をします。 ・一生懸命取り組んだ後に，
すがすがしい気持ちになっ
た児童の体験を話す。

○　本時の評価（期待する学びの姿）
　　困ったけれども最後までやり遂げた自分の経験を想起して，ワークシートに書いている。

○　「これがともくんの字ですね。」とほめられたとき，とも
くんはどんなことを思ったでしょうか。

◇　心のバロメーターの
操作を通して，ともく
んの気持ちを考える。

   （操作観察，発言）

◇　自分の生活を見つめ，
くじけず努力すること
の大切さに気付いたり，
できているうれしさを
感じたりしている。
　 （ワークシート，観察）

指  自分の考えと友達の考えを比べて聞きながら，自分の考えを深める手
掛かりとすると共に話合いが充実するように，板書を生かす工夫をする。

指  書く活動は，自分の考えを深めたり整理したりという重要
な役割をもつ。児童の考えや心の動きを捉えたり，必要な時間
を確保したり個別化を図ったりしながら，指導方法を工夫する。

指  ねらいとする道徳的価
値を視点に自分自身を振り
返ることができているか。

指  学習指導過
程の各段階で，
ねらいに迫るた
めに児童の発言
や心の動きなど，
予想される児童
の様相を示す。

評  動作化等，児童の表
現活動を工夫し，児童の
心の変化などを捉える。

評  〈本時の評価〉
本時の評価は，「道徳的価値の自覚及び自己の生き方についての考えを深める学習ができたかどうか」を評価することになる。
それは，本時の学習指導が適切であったのかを見直すことにつながる。
例）・資料の中心場面として特定した場面は，ねらいとする道徳的価値にかかわる場面であったのか。
　・中心発問は，登場人物の気持ちを自分とのかかわりで考えることのできるものであったのか。
　・書く活動は，自分自身がどうであったかを振り返ることができるようにワークシートの吹き出しとしたが，適切であったのか。　など

このように，道徳の時間において道徳的実践力を育成するためには，地道な評価の積み上げと，着実な授業の実践が大切である。

〈事後の評価〉
授業終了時の児童の変化等を評価したり一定期間にわたる変化の様子等を見届けたりして，個に応じた指導や学級全体の指導に生かす。

○　一生懸命がんばったことや，もう少し頑張ればよかった
なあと思ったことはありませんか。

道
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外国語活動
1　目標

外国語を通じて，言語や文化について体験的に理解を深め，積極的にコミュニケーションを図ろ
うとする態度の育成を図り，外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませながら，コミュニケーショ
ン能力の素地を養う。

2　評価の観点及びその趣旨

観
点

コミュニケーションへの
関心・意欲・態度

外国語への慣れ親しみ 言語や文化に関する気付き

趣
　
旨

コミュニケーションに関心
をもち，積極的にコミュニ
ケーションを図ろうとす
る。

活動で用いている外国語を聞
いたり話したりしながら，外
国語の音声や基本的な表現に
慣れ親しんでいる。

外国語を用いた体験的なコミュニケー
ション活動を通して，言語の面白さや
豊かさ，多様なものの見方や考え方が
あることなどに気付いている。

3　新設の要点

○　小学校段階で外国語に触れたり，体験したりする機会を提供することにより，中・高等学校にお
いてコミュニケーション能力を育成するための素地をつくることが重要である。したがって，音声
や基本的な表現の習得に偏重して指導したり，「聞くことができること」や「話すことができること」
などのスキル向上のみを目標とした指導は行わない。
○　外国語でのコミュニケーションを体験させる際には，児童の発達の段階を考慮した表現を用い，
児童にとって身近なコミュニケーションの場面を設定する。
○　外国語でのコミュニケーションを体験させる際には，音声面を中心とし，アルファベットなどの
文字や単語の取扱いについては，児童の学習負担に配慮しつつ，音声によるコミュニケーションを
補助するものとして用いる。
○　外国語活動を通して，外国語や外国の文化のみならず，国語や我が国の文化についても併せて理
解を深める指導を行う。
○　指導内容や活動については，児童の興味・関心にあったものとし，国語科，音楽科，図画工作科
などの他教科等で児童が学習したことを活用するなどの工夫により，指導の効果を高める。
○　指導計画の作成や授業は，学級担任の教師又は外国語活動を担当する教師が行う。
○　授業の実施に当たっては，ネイティブ・スピーカーの活用に努めるとともに，地域の実態に応じ
て，外国語に堪能な人々の協力を得るなど，指導体制を充実させる。
○　音声を取り扱う場合には，CD，DVDなどの視聴覚教材を積極的に活用する。
○　中学校外国語科教員を含め，中学校区ごとに年間指導計画に係る情報交換の場を設定したり，授
業公開を行ったりするなど小中及び小学校間の連携を図る。

外
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4　評価規準と本時の展開例

1）単元名

英語ノート 2　Lesson 4　 I can swim.～できることを紹介しよう～

2）単元のねらい

・積極的に友だちに「できること」を尋ねたり，自分の「できること」や「できないこと」を答え
たりする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　【コミュニケーションへの関心・意欲・態度】

・「できる」「できない」の表現に慣れ親しむ。　　　【外国語への慣れ親しみ】
・日本や外国には様々なスポーツ，遊び，文化等があることに気付く。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【言語や文化に関する気付き】

3）語彙・表現

・ねらいとなる表現　　I can ～ .  I can’t （cannot） ～ .  Can you ～ ?  Yes, I can.
・語句

4）単元の評価規準

コミュニケーションへの
関心・意欲・態度

外国語への慣れ親しみ 言語や文化に関する気付き

積極的に友だちに「できること」
を尋ねたり，自分の「できるこ
と」や「できないこと」を答え
たりしている。

「できること」を尋ねたり，「で
きること」や「できないこと」
を言ったりしている。

「できること」や「できないこと」を
尋ね合う活動を通して，日本や外国に
は様々なスポーツ，遊び，文化等があ
ることに気付いている。

5）単元指導計画と評価計画

時 目　　　　　　標 主な学習活動
評　　　　　　価

コ 慣 気 評価規準（評価方法）

第 1時 日本や外国には様々
なスポーツ，遊び，
文化等があることに
気付く。

①　あいさつをする。
②　学習のめあてと流れを確認する。
③　ジェスチャーゲームをし，動詞

+目的語の表現を知る。
④　動物“Who am I?”クイズをし，「～
できる」「～できない」の表現を知る。
⑤　Let’s Listen①をする。
⑥　♪ Let’s Chant“I can swim.”
⑦　振り返りをし，あいさつをする。

○

日本や外国には様々
なスポーツ，遊び，
文化等があることに
気付いている。（行
動観察，振り返り
カード点検）

No, I can’t.
fly, sing, penguin, hippo, bird, fish, play baseball, play
soccer, play table tennis, play kendama, play the guitar,
play the piano, swim, cook, ride a unicycle　など

評  観点がゆるやかに「言語や文化に関する気付き」→「外国語への慣れ親しみ」
　→「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」となるよう単元を設定し，1
時間 1時間の授業が細切れにならないよう配慮を行う。

評  「振り返りカード」等を活用
する。その際，児童同士でお互い
の取組について評価をさせるなど
言語活動の充実を図る。
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第 2時 動詞+目的語の表
現に慣れ親しむとと
もに，「ショー・ア
ンド・テル」の発表
の準備に積極的に取
り組む。

①　あいさつをする。
②　学習のめあてと流れを確認する。
③　♪ Let’s Chant“I can swim.”
④　Activity①の動詞+目的語の表
現を使ったミッシングゲームを行
う。
⑤　Activity「ショー・アンド・  テル」
の準備をする。
⑥　振り返りをし，あいさつをする。

○

ミッシングゲームで
取り扱う動詞+目
的語の表現を聞いた
り，言ったりしてい
る。（行動観察，振
り返りカード点検）

第 3時 どのようなことがで
きるかを友だちに尋
ねたり答えたりす
る。

①　あいさつをする。
②　学習のめあてと流れを確認する。
③　♪ Let’s Chant“I can swim.”
④　Activity①の動詞+目的語の表
現に第2時の「ショー・アンド・テル」
の準備で児童が取り上げた表現を加
えてミッシングゲームを行う。
⑤　“Can you ～ ?”の表現を知り，

Activity①をする。
⑥　振り返りをし，あいさつをする。

○

どのようなことがで
きるかを友だちに尋
ねたり答えたりして
いる。（行動観察，
英語ノート点検）

第 4時
（本時）

「できる」「できな
い」の表現を使いな
がら，友だち同士で
積極的にやりとりを
行う。

①　あいさつをする。
②　学習のめあてと流れを確認する。
③　♪ Let’s Chant“I can swim.”
④　第 3時で取り扱った動詞+目的
語の表現等を使ったミッシングゲー
ムを行う。
⑤　“Can you ～ ?”の表現を確認し，
友だち“Who am I?”クイズをする。
⑥　 「できる・できない」ビンゴゲー
ムをする。
⑦　Let’s Listen②をする。
⑧　振り返りをし，あいさつをする。

○

○

クイズやゲームを通
し，「できる」「でき
ない」の表現を使い
ながら，積極的にや
りとりを行ってい
る。（行動観察，ビ
ンゴシート・振り返
りカード点検）

第 5時 「ショー・アンド・
テル」の場で，相手
に伝わるように工夫
して，自分のことを
発表したり，興味を
持って友だちの発表
を聞いたりする。

①　あいさつをする。
②　学習のめあてと流れを確認する。
③　♪ Let’s Chant“I can swim.”
④　グループで Activity「ショー ・ア
ンド・テル」をする。
⑤　学級全体で Activity「ショー ・ア
ンド・テル」をする。
⑥　振り返りをし，あいさつをする。

○

○

相手に伝わるように
工夫して，自分のこ
とを発表したり，興
味を持って友だちの
発表を聞いたりして
いる。（行動観察，
振り返りカード点
検）

コ：コミュニケーションへの関心・意欲・態度
慣：外国語への慣れ親しみ
気：言語や文化に関する気付き

6）本時の活動

①　本時のねらい
・　自分や友だちに関係する「できる」「できない」の表現を使いながら，友だち同士で積極的に
やりとりを行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【外国語への慣れ親しみ】

指  「できること」「できない
こと」についての英語表現を
選ぶ際は，学級の児童の実態
に合ったものを選ぶなど児童
の意欲を高める工夫を行う。

指  同じ英語表現を異な
るゲーム等で繰り返し用
いることで，自然な発話
を促すようにする。

指  単 元 の 最 後 に，
「ショー・アンド・テル」
のように児童同士が自分
の思いや考えを主体的に
伝え合うような活動を行
う単元構成とし，言語活
動の充実を図る。
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②　本時の展開 
時

（分） 学習活動 教師の支援 ☆評価　○教材
HRT ALT

4

2

4

15

①　あいさつをする。
②　学習のめあてと流
れを知る。

③　♪Let’s Chant  “I 
can swim.”

④　動詞+目的語の
表現を使ったミッシ
ングゲームを行う。

⑤　友だち“Who am 
I?”クイズをする。

・笑顔であいさつをし，
活動の雰囲気を作る。

・見通しが持てるように，
授業の流れを提示する。

I will explain today’s 
plan. First, we will do 
the  chant.
Let’s do the chant 
together.
Let’s play the missing 
game.
Repeat after Martin 
sensei.
What’s missing?
・ミッシングゲームを取
り入れながら復習する。

Let’s play the
 “Who am I?” quiz, 
6nen 2kumi version!
I  wi l l  explain the 
rules.

・表現に困っている児
童がいる場合は，一
緒に言ったり，反応
したりする。

・自信を持って発音で
きるように机間支援
をする。

・はっきりと発音した
りほめたりし，意欲
を高める。

I am a boy. Who am 
I? Please ask me 
some questions.  

○　電子教材

○　絵カード
○　キーボード

○　ビンゴシート
○　提示用“Who
　am I ?”カード

10

6

4

⑥　Activity①「でき
る・できない」ビン
ゴゲームをする。

⑦　Let’s Listen②を
する。

⑧　振り返りをし，あ
いさつをする。

Let’s play Bingo !
I  wi l l  explain the 
rules.

Let’s listen. Open 
your textbook to 
page 25.

Furikaeri  time.

That’s all for today.

・自信を持ってやりと
りができるように一
緒に言ったり，反応
したりする。

・“can't”の聞き取り
が難しい児童には，
“cannot”を使い繰
り返す。 

See you.

☆　自分や友だちに関
係する「できる」「で
きない」の表現を使
いながら，友だち同
士で積極的にやりと
りを行っている。（外
国語への慣れ親し
み：行動観察，ビン
ゴシート点検）
○　電子教材

○　振り返りカード

③　本時の評価（おおむね満足できる子どもの姿）
　自分や友だちに関係する「できる」「できない」の表現を使いながら，
友だち同士で積極的にやりとりを行っている。

評  活動中に児童の取
組について見取り等で
評価を行い，振り返り
カードのみで評価を行
わないよう配慮する。

評  実際に活動中に見
取れる児童の具体的な
姿を書く。

評  様々な視点から評価
を行い，個々の児童のよ
さが出るように配慮す
る。また，児童同士でよ
さを言い合い，認め合う
場とすることで言語活動
の充実を図る。

指  チャンツ等で英語表
現の口慣らしを行う際
は，児童を飽きさせない
ようリズム等に変化をも
たせるとともに，チャン
ツ等を行う時間が長くな
らないよう配慮する。

指  児童同士に情報の差
がある事柄を扱うなど，
児童が主体的に取り組め
る活動を設定する。

友 だ ち と で き る こ と を た く さ ん た ず ね た り 答 え た り し よ う。

・デモンストレーションを行いながらルールを説明する。

・デモンストレーションを行いながらルールを説明する。

Good Ear チャンピオン，Clear Voiceチャンピオン Good Try チャンピオン等を
選んだり，友だち同士で頑張ったことを相互評価したりする。 

外
国
語
活
動
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総合的な学習の時間
1　目標

横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して，自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，主体
的に判断し，よりよく問題を解決する資質や能力を育成するとともに，学び方やものの考え方を身
に付け，問題の解決や探究活動に主体的，創造的，協同的に取り組む態度を育て，自己の生き方を
考えることができるようにする。

2　評価の観点及びその趣旨

総合的な学習の時間の評価においても，観点別の学習状況評価を基本とする。評価の観点は，各
学校において定めた目標，内容，資質，能力及び態度を踏まえて設定する。
その際に，次の①～③の例を参考にしながら，それぞれを組み合わせたり具体化したりして，各
学校に応じた観点を設定する。
○　各学校が設定する評価の観点例

①　学習指導要領に示された総合的な学習の時間の目標に基づいた観点例

「よりよく問題を解決する資質や能力」
「学び方やものの考え方」
「主体的，創造的，協同的に取り組む態度」
「自己の生き方」　　　　　　　　　　　　等

②　学習指導要領に示された「学習方法に関すること」「自分自身に関すること」及び「他者
や社会とのかかわりに関すること」等の視点に沿って，各学校において育てようとする資質
や能力等に基づいた観点例

〈例 1〉 〈例 2〉

「学習方法」 
「自分自身」
「他者や社会とのかかわり」等

「課題設定の力」（学習方法）
「情報収集の力」（学習方法）
「将来展望の力」（自分自身）
「社会参画の力」（他者や社会との

かかわり）等

③　各教科の評価の観点との関連を明確にした観点例

学習活動にかかわる「関心・意欲・態度」
　　　　　　　　　 「思考・判断・表現」
　　　　　　　　　 「技能」
　　　　　　　　　 「知識・理解」等

3　改訂の要点

○　問題解決的な学習が発展的に繰り返されていくよう，「課題の設定」「情報の収集」「整理・分析」
「まとめ・表現」という一連のプロセスを持った探究的な学習となることを目指す。
○　問題の解決や探究活動の過程において，他者と協同して問題を解決しようとする学習活動を行う。
○　問題の解決や探究活動の過程に，人や社会，自然にかかわる直接的な体験活動を適切に位置付ける。

これらをさらに
具体化して

総
合
的
な
学
習
の
時
間
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○　学習の過程において，言語により分析し，まとめたり表現したりするなどの言語活動を適切に位
置付ける。
○　小中学校間での連携を密接に行い，学校段階間で取組の重複がないように配慮する。

4　評価規準と本時の展開例

1）単元名　第 6学年

過去から未来へ～ふるさとの伝統文化を未来に残そう～

2）単元のねらい

・地域の伝統文化を伝えたり，守ったりするために解決すべき課題を明らかにし，その実現に向けて
追究する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【学習方法】
・伝統文化の保存，継承にかかわる人たちの思いを受け止めて，自分の生活や行動とかかわらせなが
ら，自分にできることを考え，実践しようとする。　　　　　　　　　【自分自身】
・課題解決に向け友達と協力して活動したり，地域の方々の思いや願いを理解しようと積極的にかか
わったりしようとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【他者や社会とのかかわり】

3）単元の評価規準

学習方法に関すること 自分自身に関すること 他者や社会とのかかわり

①　地域の伝統文化を守り，伝え
るために解決すべき課題を明ら
かにしている。
②　課題解決に向け必要な情報を
集め，比較，分析しながら自分
なりの考えをまとめている。

①　地域の伝統文化を守り，伝え
るために自分のできることを明
らかにしている。

①　異なる考えや意見も受け入れ
ながら，友達と協力して活動し
ている。
②　地域の方の思いや願いを理解
しようと積極的に話を聴いた
り，尋ねたりしている。

4）単元計画と評価計画　（全 25時間）

学習活動
時
　
数

教師の指導・支援
評　　　　　　価 他 教 科

等 と の
関連

学習
方法

自分
自身 かかわり 方法・資料

○　地域の伝統文化に触
れる。
・地域の文化イベントに
参加する。

【共通体験】

・感じたことや考えたこ
と等を書き出す。
・代表の方の話を聞く。
・学習のテーマを設定
し，これからの学習の
計画を立てる。

5

・整理の方法として KJ
法を活用させる。
・課題設定に向け地域の
方の思いを知るきっか
けとする。
・マッピング等を活用し
てよりイメージを広げ
させる。
・発信のねらい，対象や
方法等の見通しを持た
せる。

① ② 情報カード・付
箋紙
マッピングシー
ト
行動観察
振り返りカード

道徳
4（7）

指  児童の課題意識を高め
るよう，地域の伝統文化や
それにかかわる人との出会
いの場を設定する。

指  マッピング等を活用しイメージを広げることで，
テーマを多面的にとらえさせたり，細分化して具体的
にとらえさせたりする。

指  活動の対象をできるだけ幅広く探索できる
工夫をすることで，言語活動の充実を図る。　

評  異なる評価
方法を組み合わ
せることで多様
な評価とする。

総
合
的
な
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○　テーマごとにグルー
プに分かれ，課題解決
に向けた調査計画を立
て，情報収集する。

7 ・毎時間の各グループの
進捗状況を把握し，助
言や情報提供をしてい
く。

② ①
②

情報カード行動
観察
振り返りカード

マッピング：発想を広げるために，ある事物から連想する言葉をシート上に広げ拡散的に思考を巡らせる手法

○　調べたことがらを整
理して考えをまとめ
る。
・必要な情報をまとまり
ごとに整理する。
・複数の情報を比べなが
ら，自分たちの考えを
まとめる。
・発表に使う情報や考え
を整理する。

○　情報交換会をする。
・発表に使う資料や伝え
たい事柄などを紹介し
合い意見交換する。
・話し合いの結果を生か
して情報収集や整理分
析を続ける。

6
本
時

・情報整理の方法を示し
て，適切な方法を選択
して活用させる。
・発表する資料や意見の
構成を整理させる。

・当初のねらいに合って
いるかという視点で話
し合わせる。

② ① ①

情報カード
ワークシート・
付箋紙
行動観察
振り返りカード

国語
A（1）
ア
A（1）
エ

○　収集した情報を再構
成した上で，グループ
ごとに発表に向けた準
備をする。

○　プレ発表会を行う。

4 ・構成を工夫すること
で，主張する点がはっ
きりするようにまとめ
させる。
・キーワードだけを記し
た発表原稿を使った
り，発表資料を指差し
たりしながら発表がで
きるようにさせる。
・相手を意識した発表に
なっているかを点検さ
せる。
・みんなからの意見をも
とに資料や発表の仕方
を修正させる。

① ①

行動観察
発表資料
発表メモ
振り返りカード

国語
A（1）
イ
B（1）
エ

○　学習発表会で保護者
や地域の方に発表す
る。
・これまでの活動を振り
返る。

3
① 行動観察

ワークシート
振り返りカード

国語
A（1）
イ

指  他の人の意見を発表に生かすため，情報交換会の
振り返りを行い、情報の差し替えや加除修正をさせる。

指  多様な情報を収集するため
に，人的・物的資源も活用させる。

指  発表内容を修正するときに生かせ
るよう，点検の視点をはっきりさせる。

指  国語科で身に付
けた話す・聞く能力
や書く能力が発揮さ
れるように学習活動
を工夫する。

総
合
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5）本時の活動

①　本時のねらい　（第 3次　13～ 14時／ 25時）
・収集した情報をテーマに沿って整理し，適切な方法で分析する。

【学習方法に関すること～整理・分析～】
・整理・分析の適切な方法を協同的に考える。　　　　【他者や社会とのかかわりに関すること】

②　本時の展開
学習活動 教師の支援 評価（評価方法）

1　本時の学習のめあてを確認する。

2　グループで情報の整理をし，分析の
方法を考える。
　（1）整理の仕方を考える。

①　調べたことや集めた資料を紹介
し合う。
②　集めた情報を仲間わけしたり，
取捨選択したりする。

　（2）分析の方法を考える。
①　グラフや図表，マップなど情報
を分析する方法を考える。 

②　選んだ方法で情報の分析をす
る。

3　活動の状況を確認しあう。
　　整理の方法や作業の進捗状況を紹介
し合う。

○　テーマ設定時のねらいを確認させ
る。

○　整理の方法として活用できそうなも
のを紹介する。

○　各グループの状況を知らせ合うこと
により，励ましや参考になることを伝
え合わせる。
○　伝え合いが次時以降の情報の分析に
役立つよう，感想や意見のポイントを
板書に整理して示す。

☆　情報の整理や，
分析の方法につい
て友だちと話し合
いながら進めてい
る。
　（行動観察）
　（振り返りカード）

③　本時の評価（おおむね満足と判断される児童の具体例）
　・収集した情報について，整理した上で，方法を考えて分析している。
　・情報の適切な整理・分析の方法を協同的に考えている。

評  友だちの意見と
自分の意見を比べな
がら考えをまとめよ
うとしているか。

指  情報を「比べる」「関連付ける」
ことを意識させるために，個別の声
がけにより支援する。

指  互いの考えを伝え合い，自分の
考えと友だちの考えを比較させるこ
とで，言語活動の充実を図る。

調べたことを整理するのに適切な方法を
考えよう。

総
合
的
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特別活動
1　目標

望ましい集団活動を通して，心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り，集団の一員としてよ
りよい生活や人間関係を築こうとする自主的，実践的な態度を育てるとともに，自己の生き方につ
いての考えを深め，自己を生かす能力を養う。

2　評価の観点及びその趣旨

観
点

集団活動や生活への
関心・意欲・態度

集団の一員としての
思考・判断・実践

集団活動や生活についての
知識・理解

趣
　
旨

学級や学校の集団や自己の生活
に関心をもち，望ましい人間関
係を築きながら，積極的に集団
活動や自己の生活の充実と向上
に取り組もうとする。

集団の一員としての役割を自覚
し，望ましい人間関係を築きな
がら，集団活動や自己の生活の
充実と向上について考え，判断
し，自己を生かして実践してい
る。

集団活動の意義，よりよい生活
を築くために集団として意見を
まとめる話合い活動の仕方，自
己の健全な生活の在り方などに
ついて理解している。

3　特別活動改訂の要点

○　望ましい集団活動や体験的な活動を通して，豊かな学校生活を築くとともに，よりよい人間関係
を築く力，社会に参画する態度や自治的能力の育成を重視する。
○　道徳的実践の指導の充実を図る観点から目標や内容を見直す。
○　特別活動の目標を受けて，各活動・学校行事を通して育てたい態度や能力を各内容の目標として
新たに示す。
○　学級活動においては，よりよい人間関係を築き，楽しい生活をつくるなど，自分たちの学級や学
校の生活の充実と向上のために主体的に参画し，進んで話し合い，協力して実現しようとする自主
的，実践的な態度の育成を重視し，学級集団の育成上の課題や発達の課題に即した指導ができるよ
うにするため，低・中・高学年ごとに「内容」を示す。 

○　児童会活動においては，年齢が異なる児童同士の人間関係を築き，楽しい生活をつくるなど自分
たちの学校生活の向上を目指して，進んで話し合い，協力して実現しようとする自主的，実践的な
態度の育成を重視する。 

○　クラブ活動においては，個性を伸長し，異年齢の人間関係を築き，共通の興味・関心を追求する
活動を楽しむなど，児童による自発的，自治的な活動を重視する。
○　学校行事においては，よりよい人間関係を築き，公共の精神を養い，社会性の育成を図ることを
重視する。   

○　指導計画の作成に当たっては，各教科，道徳，外国語活動及び総合的な学習の時間などの指導と
関連を図り，指導方法や教材を工夫する。
○　体験活動や集団活動を重視し，体験を通して感じたり，気付いたりしたことを振り返り，言葉で
まとめたり，発表し合ったりする活動や，意見の異なる人と折り合いを付けたり，他者と議論して
集団としての意見をまとめたりする活動を展開し，言語活動の充実を図る。

特
別
活
動
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○　学級活動の活動内容の特質を踏まえた活動過程（例）
内容（1）学級や学校の生活づくり 内容（2）日常の生活や学習への適応及び健康安全

事
　
前
　
の
　
活
　
動

教師の適切な指導の下
に，児童が次の活動を
行う。
①　よりよい学級や学
校の生活づくりにか
かわる諸問題を見付
け，提案をする。
②　協力して達成した
り，解決したりする
共同の問題（活動）
を決めて，問題意識
を共有化する。

③　目標を達成したり，問題を解決したり
するために，全員で話し合うべき「議題」
を決める。
④　話合いの柱や順番など，話合い活動（学
級会）の活動計画を作成する。（教師は
指導計画）
⑤　話し合うことについて考えたり，情報
を収集したりして，自己の考えをまとめ
るなど問題意識をもつ。

教師が意図的，計画的
な指導構想の下に次の
ようなことを行う。
①　年間指導計画にお
いて取り上げる題材
についての学級の児
童の問題の状況など
を確認する。

②　個々の児童が共通に解決すべき問題と
して授業で取り上げる内容を決めて，児
童に伝え，問題意識を共有化させる。
③　個々の児童が共通に解決すべき問題と
して「題材（名）」を決める。

④　導入，展開，終末の指導計画を作成し
事前調査をしたり，資料を作成したりす
る（発達段階に即して児童の自主的な活
動を取り入れるようにする）。
⑤　授業において取り上げる問題について
自分の現状について考えたり，学級の現
状を調べたりして問題意識をもつ。

本
時
の
活
動

話合い活動

集団討議による集団目標の集団決定

○　協力してよりよい学級や学校の生活を
つくるために集団として実践するための
目標や方法，内容などを決める（提案理
由の理解→意見の交換→多様な意見を生
かしたよりよい集団決定をする）。

話合い活動

集団思考を生かした個人目標の自己決定

○　自分の問題の状況を理解し，個人として
解決するための目標や方法，内容などを決
める（問題の状況や原因の把握→解決や対
処の仕方などについて共に考える→自分と
しての解決方法などを自己決定する）。

事
後
の
活
動

○　集団決定したことを基に，役割を分担
し全員で協力して，目標の実現を目指す。

○　活動の成果について振り返り，評価をする。

○　自己決定したことを基に，個人として
努力し，目標の実現を目指す。

○　努力の成果について振り返り，評価をする。
出典：小学校学習指導要領解説　特別活動編

課題の発見

議題の決定

共同の問題（活動）の設定

計画の作成

問題の意識化

課題の確認

題材の決定

共通の問題（活動）の設定

計画の作成

問題の意識化

4　評価規準と本時の展開例＜活動内容（1）＞（中学年）

1）議題名　「おじいさん・おばあさん方に楽しんでもらえる活動を考えよう」

（高齢者学級との交流会の計画）

2）児童の実態と議題選定の理由

（省略）

特
別
活
動



68

3）評価規準

集団活動や生活への
関心・意欲・態度

集団の一員としての
思考・判断・実践

集団活動や生活についての
知識・理解

・おじいさん・おばあさん方への
感謝の気持ちをもち，交流会に
ついての話合いに進んで取り組
もうとしている。

・おじいさん・おばあさん方に楽
しんでもらえる活動を考え，実
践している。
・出された意見を整理しながら，話
合いを進行している。（計画委員）

・交流会の意義，話合いで決定し
たことや自分の役割を理解して
いる。

4）指導計画と評価計画
日　　時 活　動　内　容 対　　象 評価（★計画委員の評価）

事
前
の
活
動

6月 2日まで ・昨年の交流会を振り返る。 全員 ・交流会を楽しみにしている。
【関心・意欲・態度】

6月 2日（月）業間 ・議題の選定。 計画委員

6月 2日（月）終礼 ・議題の決定。 全員

6月 3日～ 4日
昼休み・放課後

・話合いの計画をたてる。
・役割分担，話合いのめあて，
話合いの柱などを決め，「話
合い計画カード」に記入する。
・話合いで気をつけることなど
を確認し，話合いの進め方に
ついて相談する。

計画委員 ★　話合いの柱を考えている。
【思考・判断・実践】

★　話合いの進め方を理解して
いる。　　　　【知識・理解】

6月 5日（木） ・自分の考えを「学級会カード」
に記入する。

全員 ・自分に関係あることとしてと
らえ，話合いを楽しみにして
いる。　【関心・意欲・態度】
・話合いの内容，学級会カード
の書き方を理解している。

【知識・理解】

6月 5日（木）昼休み ・話合いの進め方について相談
する。

計画委員

話
合
い

6月 6日（金）
5時間目（本時）

・交流会の内容について話し合
い，決定する。

全員 ・友だちの意見を聞き，お互い
の思いを受け止めて，考えて
いる。　【思考・判断・実践】
★　「話合い計画カード」を使っ
て話合いを進めている。

【思考・判断・実践】

事
後
の
活
動

6月 9日（月）朝礼 ・話合いで決まったことを「学
級会コーナー」に掲示する。

企画委員

6月 9日～ 12日 ・役割分担をする。
・交流会に向けて準備をする。

全員 ・決まったことに協力し，進ん
で準備に取り組もうとしてい
る。【関心・意欲・態度】

6月 13日（金） ・高齢者学級との交流会 全員 ・友達と協力し，進んで交流会
に取り組もうとしている。

　【関心・意欲・態度】

指  教師が事前に児童の考えを把握することが大切である。「学級会
カード」に書かれた意見をもとに話合いのスムーズな運営を考えたり，
児童の意欲を高めるような手だてを工夫したりすることにつながる。

指  事前の活動や事
後の活動も教師の適
切な指導のもとに行
う必要がある。

評  毎時間 3観点すべてについて評価す
るのではなく，事前の活動・本時・事後
の活動など一連の活動の中で評価する。

指  話し合い，実践する意義を児
童が理解できるよう説明すること
が大切である。

指  話合いの計画には，時間がかかるが，
低学年の頃から計画的・系統的に指導する
ことで，効率的に行えるようになる。

評  終礼の時間などを活用して，これまで
の活動全体を振り返る機会をもうける。

評  事前の活動から事後の活動までを含めた評価規準を書く。
特
別
活
動
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5）本時の活動

①　本時のねらい
・高齢者学級の方が楽しめる活動内容を考え，進んで意見を述べたり，友達の意見を聞くことがで
きる。
・「話合い計画カード」にしたがって意見をまとめながら，話合いを進めることができる。（計画委員）

【思考・判断・実践】
②　学習活動

議　　題　　　おじいさん・おばあさん方に楽しんでもらえる活動を考えよう。

提案理由　　　6月 13日に「高齢者学級との交流会」があります。いろいろお世話になっている地域の方に
喜んでもらえる交流会を開きたいので提案しました。

活動内容と予想される意見 教師の支援

1　はじめのことば
2　計画委員の紹介
3　議題の確認
4　めあての確認
5　提案理由の説明

6　話合い

①　意見を発表する。
②　意見交換をする。
③　集団決定する。

7　決まったことの発表

8　振り返り

9　教師の話

10おわりのことば

・計画委員会の進行で話合いを始める。

・議題，提案理由を黒板に掲示する。

・計画委員会が「話合いの柱」と「話合い
のポイント」を説明する。

［話合いの柱 1］どんな活動をするか。
・昔の遊び　・ゲーム　・歌発表　・学校クイズ
・プレゼントわたし…

［話合いの柱 2］どんな係があるとよいか。
・進行係　・準備係　・説明係　・プレゼント係
・ルールを説明する係…

・計画委員が決まったことを発表する。

・感想を発表する。話合いの振り返りを「ふ
りかえりカード」に書く。

・話合いを深める発言や折り合いをつける
発言，実践を意識した発言，思いやりの
ある発言や相手の立場を考えた発言，ア
イディアに富んだ発言，進行を助ける発
言など取り上げる。

・カレンダー形式の計画表を学級会
コーナーに掲示し，見通しをもっ
て計画をたてることができるよう
にする。
・計画委員の紹介では，自分の役割
に対するめあてを発表し，役割意
識が高まるようにする。
・「高齢者学級との交流会」の中の
「ふれあい活動」の時間について
話し合うことを確認する。
・時間設定や場所などあらかじめ決
まっている条件を伝え，掲示しておく。
・「学級会カード」に肯定的なコメント
を書き，発表への意欲付けを図る。

・多数決で簡単に決めるのではな
く，条件をつけて賛成したり関連
付けたりするなど，折り合いをつ
けながら進めていくよう事前に助
言しておく。

③　本時の評価（おおむね満足できると判断される児童の具体例）
・高齢者学級の方に楽しんでもらえる活動を考え，理由を明確にして
自分の意見を言ったり，友だちの意見を最後まで聞いたりしている。
・「話合い計画カード」にしたがって意見を整理して進行している。（計画委員会）

話合いの柱 1

話合いの柱 2

どんな活動をするか。

どんな係があるとよいか。

「話合いのポイント」
・みんなで楽しめる内容を考える。
・場所や時間にあった活動を考える。

指  「話合いの柱 1」に
ついては，事前に児童全
員に自分の考えを短冊に
書かせておき，移動黒板
等に事前に貼らせておく
ことで話合いの効率化を
図る方法もある。

指  「話合いのポイント」を拠り所に
して話合いを焦点化することができ
る。意見を整理したり，方向性を示す
ことで全員が話し合い活動に参加でき
るようにする。

評  学級活動に限らず，ワークシート等
にただ単に本時の感想を書かせるので
はなく，本時のねらいにつながるよう
な聞き方を工夫することが大切である。

評  計画委員の努力を事前の活動も含
めてねぎらうなど，児童の主体的な活
動につながるような肯定的な評価を行
うことが大切である。

指  話合いの計画は，教師の協力を得ながら児童が立てることが大切である。また，低学年の指導では児
童の発達の段階に応じて，司会，黒板書記，ノート書記などの役割を教師が一緒に行うことが効果的である。

評  学級活動の内容（1）に
ついては事前，本時，事後の
一連の活動の中で評価する
が，本時の活動の中でめざす
子どもの姿をあらかじめもっ
ておく。

評  特別活動の評価は 2段階程度の幅の広いものである。

特
別
活
動
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8 指導要録の改善

1）評定

○　簡潔で分かりやすい情報を提供するものとして，児童の教科の学習状況を総括的に評価するもの
です。
○　教師同士の情報共有や保護者等への説明のために有効です。

2）外国語活動

○　学習指導要領の目標等に沿って評価の観点を「設置者」が設定します。文章の記述により評価を
行います。
○　評価の観点については，中学校・高等学校の外国語科との連続性に配慮して設定します。
○　文部科学省が示している評価の観点は，「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」「外国語へ
の慣れ親しみ」「言語や文化に関する気付き」の 3つです。

3）総合的な学習の時間

○　学校において，学習活動・評価の観点を記載し，文章の記述により評価を行います。
○　評価の観点の例として，「学習方法に関すること」等の視点に沿って，各学校において育てよう
とする資質や能力等を踏まえて定めます。
評価の観点の例
①　学習指導要領の総合的な学習の時間の目標に基づいた観点
②　学習指導要領に示された「学習方法に関すること」，「自分自身に関すること」及び「他者や
社会とのかかわりに関すること」などの視点を踏まえて定めた資質や能力等に基づいた観点
③　各教科の評価の観点との関連を明確にした観点（総合的な学習の時間の学習活動にかかわ
る「関心・意欲・態度」「思考・判断・表現」「技能」「知識・理解」等）

4）特別活動

○　新学習指導要領では，各活動・学校行事に新たに目標を規定しています。このことを踏まえ，各
学校において定めた特別活動全体に係る評価の観点により評価を行います。
評価の観点の例
①「集団活動や生活への関心・意欲・態度」
②「集団の一員としての思考・判断・実践」
③「集団活動や生活についての知識・理解」
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5）行動の記録

○　学校生活全体にわたって認められる児童の行動について評価を行います。
○　設置者は，学習指導要領等の総則，道徳の目標や内容，内容の取扱いで重点化を図ることとして
いる事項等を踏まえ示している項目を参考にして，項目を適切に設定します。

6）総合所見及び指導上参考となる諸事項

○　児童の成長の状況を総合的にとらえ，
①　各教科や外国語活動，総合的な学習の時間の学習に関する所見，
②　特別活動に関する事実及び所見，
③　行動に関する所見，
④　児童の特徴・特技等
⑤　児童の成長の状況にかかわる総合的な所見
等を記述します。

○　個人内評価（観点別学習状況の評価や評定では十分示しきれない一人一人の良い点や可能性など
を記入）を適切に記述します。

※指導要録の法的根拠

学校教育法施行規則第 24条

校長は，その学校に在学する児童等の指導要録（学校教育法施行令第三十一条に規定する児童
等の学習及び健康の状況を記録した書類の原本をいう。以下同じ。）を作成しなければならない。

学校教育法施行令第 31条

公立又は私立の学校（私立の大学及び高等専門学校を除く。）が廃止されたときは，市町村又
は都道府県の設置する学校（大学を除く。）については当該学校を設置していた市町村又は都
道府県の教育委員会が，（中略）文部科学省令で定めるところにより，それぞれ当該学校に在
学し，又はこれを卒業した者の学習及び健康の状況を記録した書類を保存しなければならない。
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9 効果的・効率的な学習評価

多様な学習評価の方法を取り入れたり，組み合わせたりするなど，評価を学習活動の終末だけでなく，
事前や途中に位置付けて実施し，指導を充実させていくこと，また，学習過程全般を通して児童の学習
状況を把握し，指導に役立てることが大切です。
効果的・効率的な学習評価には以下のような例があります。

1）ポートフォリオによる評価

学習活動の過程や成果などの記録や作品を児童が主体的・計画的に集積したポートフォリオに
よる評価方法のことです。活動計画表や自己評価の記録，取材メモや感想，教師や友達，保護
者や地域の人のコメント，写真や報告書などを資料として集積します。

ポートフォリオによる評価を活用すれば
・継続的に資料をファイルに蓄積することから，問題解決や探究の過程を詳しく把握することができ
ます。
・振り返りの機会を設ければ，児童が思いや考えを整理したり，解決の見通しをもったりすることが
できます。
・保護者等への説明にも活用できます。

留意点として
ただの集積物にならないよう，資料の並べ替えや取捨選択などをして整理します。自己の学習を見
通し，振り返るための活用の仕方を指導することにもつながります。

2）パフォーマンス評価

単に知識を暗記・再生するのではなく，知識を文脈において活用できる力が求められるという
ような，目標のとらえ直しが根底にある評価の考え方です。新しく示された観点である「思考・
判断・表現」を評価する際のひとつの評価方法で，一定の課題の中で身に付けた力を複合的に
活用することを通して，その力を評価する方法です。

パフォーマンス評価を活用すれば
・ウェビング，成果をまとめたレポートやポスター，発表やインタービューなど活用する力を総合的
に見取ることができます。
・児童が自分で導き出した考え方，作り出した作品や解決の姿などから，個性や独創性を評価し，認
めることができます。

留意点として
身に付けた力を活用して学習活動に取り組む児童の姿について，おおよそ満足できる状況を具体的
にイメージしておく必要があります。
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10 参考資料ホームページアドレス

「学習指導要領」「言語活動の充実」「学習評価」等関係ホームページアドレス

文部科学省

○　小学校学習指導要領解説
　　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/youryou/syokaisetsu/index.htm
○　児童生徒の学習評価の在り方（報告）
　　http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/004/gaiyou/attach/1292216.htm
○　小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の改善
等について（通知）
　　http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/nc/1292898.htm
○　言語活動の充実に関する指導事例集
　　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/gengo/1300990.htm

国立教育政策研究所

○　評価規準作成のための参考資料【小学校】
　　http://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html

島根県教育委員会

○　小学校・中学校　教育課程の編成・実施の手引
　　http://www.pref.shimane.lg.jp/gimukyoiku/index.data/Q_A.pdf  
○　学習評価を生かした授業改善，授業づくりのためのハンドブック【小学校】
○　各教科等の指導の重点
　　島根県教育用ポータルサイト → 島根県教職員用メニュー → 各教科等の指導の重点
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